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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

提出会社の状況

 

回次 第16期 第17期 第18期 第19期 第20期

決算年月 2019年３月 2020年３月 2021年３月 2022年３月 2023年３月

営業収益 (千円) 5,836,842 6,777,709 7,619,929 7,301,783 8,449,642

経常利益 (千円) 1,270,094 1,429,221 2,076,444 910,436 1,649,092

当期純利益 (千円) 905,488 976,089 1,391,161 633,450 1,144,264

持分法を適用した場合
の投資利益

(千円) ― ― ― ― ―

資本金 (千円) 1,000,000 1,000,000 1,000,000 1,000,000 1,000,000

発行済株式総数 (株) 40,000 40,000 40,000 40,000 40,000

純資産額 (千円) 10,391,639 11,441,867 12,647,773 12,931,345 13,955,847

総資産額 (千円) 97,305,421 98,299,642 107,728,006 112,579,855 172,983,513

１株当たり純資産額
 

(円) 259,790.99 286,046.68 316,194.33 323,283.64 348,896.17

１株当たり配当額
(うち１株当たり
中間配当額)

(円) ― ―
6,955.00
(―)

3,165.00
(―)

10,779.25
(―)

１株当たり当期純利益
金額

(円) 22,637.20 24,402.24 34,779.04 15,836.26 28,606.60

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) 10.6 11.6 11.7 11.4 8.0

自己資本利益率 (％) 9.2 8.9 11.5 4.9 8.5

配当性向 (％) ― ― 20.0 20.0 37.6

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △78,449,530 △90,902,352 △92,324,218 △78,777,353 △101,341,820

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 72,888,647 97,696,800 81,093,072 74,462,774 43,432,359

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △2,336,746 △1,161,756 6,230,475 3,021,886 57,634,070

現金及び現金同等物の
期末残高

(千円) 8,970,802 14,603,495 9,602,823 8,310,132 8,034,741

従業員数
(人)

143 161 173 179 173

(外、平均臨時
雇用者数)

(38.8) (41.2) (39.7) (42.9) (29.1)
 

(注) １．当社は連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移については記

載しておりません。

２．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため、記載しておりません。

３．第16期から第17期の１株当たりの配当額については、配当を実施していないため、記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

５．第16期から第17期の配当性向については、配当を実施していないため、記載しておりません。

６．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第19期の期首から適用してお

り、第19期以降に係る主要な経営指標等については、当該会計基準等を適用した後の指標等となっておりま

す。
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(最近5年間の株価収益率)

　当社株式は非上場でありますので、該当事項はありません。

(最近５年間の株主総利回りの推移)

   当社株式は非上場でありますので、該当事項はありません。

(最近５年間の事業年度別最高・最低株価)

当社株式は非上場でありますので、該当事項はありません。
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２ 【沿革】

2003年５月 東京都文京区に、積水ハウス株式会社・大和ハウス工業株式会社・三菱ＨＣキャピタル株式会

社（旧商号：日立キャピタル株式会社）の共同出資により、資本金10億円で当社を設立

2003年８月 貸金業者登録、登録番号(東京都知事 第27770号)

2003年10月 ＭＣＪ公庫買取型ローン(現・ＭＣＪ機構買取型ローン)を主軸に営業開始

2004年４月 住友林業株式会社と積水化学工業株式会社が資本参加

2005年４月 住宅ローンの融資実行までのつなぎ資金を提供する「ＭＣＪつなぎローン」取扱い開始

2005年７月 日本モーゲージバンカー協議会発足、会長会社兼事務局会社として参加

2007年３月 2006年度決算で初の単年度黒字化を達成

2009年８月 ＭＣＪ機構買取型ローン(借換タイプ)取扱い開始

2010年11月 個別信用購入あっせん業者登録(登録番号(関東(個)第73号))

2010年12月 一般社団法人流動化・証券化協議会に加入

2011年２月 リフォームローン取扱い開始

2011年３月 創業からの累積損失解消

2011年７月 フラット35管理債権残高１兆円突破

2012年10月 日本経済団体連合会に加入

2012年12月 パッケージローン取扱い開始

2013年12月 フラット35管理債権残高1.5兆円突破

2014年３月 長期発行体格付「Ａ/安定的」を取得

2015年３月 一般財団法人日本情報経済社会推進協会(JIPDEC)よりプライバシーマーク取得

2015年４月 返済期間の異なる商品の組み合わせにより返済期間後期の負担軽減効果のある「あとらくフ

ラット」取扱い開始

2016年５月 ＭＣＪフラットプレミアム(ＭＣＪ機構保証型ローン)取扱い開始

2016年６月 住宅ローンの電子契約を実現

2016年９月 国内CP格付「J-1」を取得

2016年10月 当社初のコマーシャル・ペーパーを発行

2016年11月 リバースモーゲージローン「ＭＣＪご自宅活用ローン“家の恩返し”」取扱い開始

2017年３月 第１回無担保普通社債発行(５年債 70億円)・第２回無担保普通社債発行(７年債 30億円)

2018年３月

2020年１月

2020年２月

 
2020年７月

2021年３月

包括信用購入あっせん業者登録(登録番号(関東(包)第115号))

ＭＣＪフラット“極”30(ＭＣＪ機構保証型ローン)取扱い開始

申込書類の電子化を実現

本店を東京都文京区後楽から東京都渋谷区代々木に移転

フラット35管理債権残高２兆円突破

長期発行体格付「Ａ＋/安定的」に格上げ
 

2021年４月 一般社団法人Fintech協会に加入

2021年６月 ＭＣＪフラットネクスト30（ＭＣＪ機構保証型ローン）取扱い開始

2021年11月 ＭＣＪフラットスーパーパッケージローン取扱い開始

2022年２月

2022年10月

 
2022年12月

2023年２月

ＭＣＪ変動ローン、レストランプラン取扱い開始

ＭＣＪフラット“極”(ＭＣＪ機構保証型ローン)取扱い開始

ＭＣＪフラットネクスト（ＭＣＪ機構保証型ローン）取扱い開始

貸金業者登録、登録番号(関東財務局長 第01528号)

ＭＣＪおまとめ借換ローン取扱い開始
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３ 【事業の内容】

当社は住宅ローン事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。

 
当社は、国の施策である良質な住宅の安定的供給を目的とする独立行政法人住宅金融支援機構(以下、住宅金融支援

機構)の証券化支援事業の担い手として、積水ハウス株式会社と大和ハウス工業株式会社及び、日立キャピタル株式会

社（2021年４月１日付けで三菱ＨＣキャピタル株式会社に商号変更しています。）の出資により2003年５月に設立さ

れ、さらに2004年４月に、住友林業株式会社及び積水化学工業株式会社が資本参加しました。

 

証券化支援事業とは、公的機関の信用力を活用して「証券化」を行うことで、長期・固定金利の住宅ローン(最長返

済期間が原則35年の「フラット35」)の提供を民間金融機関を通じて実現するもので、当社はこのフラット35の顧客へ

の提供を主な事業としております。また、証券化支援事業のスキームは、買取型と保証型があり、買取型は、顧客へ

フラット35を提供すると同時に、住宅金融支援機構へ当該ローン債権を譲渡し、保証型は、当該ローン債権に対し、

住宅金融支援機構の住宅融資保険(保証型用)を付保して、信託銀行等へ債権を譲渡しますので、信用リスク、金利リ

スク等を極力取らないビジネスモデルが可能となり、当社はこれを会社の経営方針としております。

 

当社が、住宅ローン等を融資する主な対象顧客は、当社の出資者である提携する住宅事業者(以下、提携ハウスメー

カー)が販売した住宅の購入者であり、当社の収益源は、主に住宅ローンの手数料(注１)およびサービシングフィー

(注２)となります。また、フラット35以外にも提携ハウスメーカーの要望に応えた、フラット35に付随する住宅ロー

ンや変動金利型住宅ローンの取扱いなども行っております。なお、2023年３月31日のサービシングを受託している住

宅ローンの債権管理残高は、約２兆1,491億円となり、安定的なストック収入を確保しております。

また、当社はサービシング業務のうち回収代行部分を、三菱ＨＣキャピタル株式会社に再委託しており、延滞等発

生時の債権回収業務(スペシャルサービシング業務)を、三菱ＨＣキャピタル債権回収株式会社に再委託しておりま

す。

 

(注１) 住宅ローンの手数料には、開始時に発生する、通常の事務手数料や融資手数料、特約手数料があります。

特約手数料とは、住宅ローン金利相当分を一部割り戻し、ローン開始時に一括で支払う手数料のことです。

この場合、住宅ローンの金利は通常より下がることになります。

(注２) 主な住宅ローンは、住宅金融支援機構や信託銀行等に債権譲渡しますが、債権譲渡先より委託を受けて、当

該住宅ローンの債権回収(サービシング業務)を当社が行います。この対価として、当社は債権譲渡先より、

住宅ローン残高に応じたサービシングフィーを受け取っております。

 

［事業系統図］
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(取扱商品)

当社が扱っている主な住宅ローン商品は以下のとおりであります。そのうち、ＭＣＪフラット、ＭＣＪフラットプ

レミアム、ＭＣＪプレミアム、ＭＣＪフラット“極”３０、ＭＣＪフラットネクスト３０、ＭＣＪフラット“極”、

ＭＣＪフラットネクスト、ＭＣＪ変動ローンの住宅ローン債権は、原則として住宅金融支援機構や信託銀行等に債権

譲渡されますので、当社の貸借対照表からオフバランス化されております。

 

当社商品名 商品内容 特徴

ＭＣＪフラット
 
 
 

主に返済期間が35年の全期
間固定金利型住宅ローン
 
 

住宅金融支援機構のフラット35(買取型)を利用した
長期固定金利の住宅ローン。
物件価格の90％(上限8,000万円)まで借入れ可能。た
だし、団体信用生命保険の加入の有無・種類等で、
金利が異なる。

ＭＣＪフラットプレミアム
ＭＣＪプレミアム
ＭＣＪフラット“極”30
ＭＣＪフラットネクスト30
ＭＣＪフラット“極”
ＭＣＪフラットネクスト

主に返済期間が35年の全期
間固定金利型住宅ローン

 
 
 
 

原則、住宅金融支援機構のフラット35(保証型)を利
用した長期固定金利の住宅ローン。フラット35(保証
型)の金利は、フラット35(保証型)取扱い金融機関に
よって、独自に設定される。
ただし、融資比率や、団体信用生命保険の加入の有
無・種類等で、金利が異なる。

ＭＣＪフラットスーパーパッ
ケージ
 
 
 

ＭＣＪフラットと併用で
提供する変動金利型住宅
ローン
 

ＭＣＪフラットと同時に利用することが選択出来
る、変動金利型の当社プロパーローン。
審査基準はＭＣＪフラットと同じで、ＭＣＪフラッ
トの申込書類で審査可能。
ＭＣＪフラットと併せて１億6,000万円まで借入れ可
能。

ＭＣＪ変動ローン 返済上限が50年の変動金利
型住宅ローン

返済上限が50年、物件価格の100%(上限１億6,000万
円)まで借入れ可能な、変動金利型の当社プロパー住
宅ローン。最短数分で審査回答可能。
ただし、借入年数が40年以下の場合と41年以上の場
合や、団体信用生命保険の加入の有無・種類等に
よって金利が異なる。

ＭＣＪ立替払契約
 
 

ＭＣＪフラット・ＭＣＪフ
ラット“極”等、融資実行
されるまでのつなぎローン
 

住宅の引渡日が融資実行日でない場合に必要な資金
の、短期のつなぎ融資。
資金実行日は全ての銀行営業日。

ＭＣＪつなぎローン
 
 
 
 
 

ＭＣＪ立替払契約以外の
つなぎローン
 
 
 
 

住宅・不動産の建築・購入等にかかる資金で金融機
関等からの融資金を受領するまでのつなぎ資金、ま
たは、買替えなど現在所有の住宅・不動産が処分さ
れるまでのつなぎ資金(いずれの場合も原則12か月以
内)。資金実行日は全ての銀行営業日。
 

リバースモーゲージローン
「ご自宅活用ローン“家の恩
返し”」
 
 

50歳以上の資金需要者向け
に、リフォームや新築住宅
の資金ニーズに応えるため
のリバースモーゲージロー
ン

 

従来の担保評価方法では建物価格が充分に評価され
ないため、当社は建物が本来持つ価値を適正に評価
することができる独自モデルを採用。元本返済は据
え置きとし、借入期間中の返済を金利あるいは分割
手数料(金利相当分)のみとした商品。住宅金融支援
機構の住宅融資保険制度を利用している。
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４ 【関係会社の状況】
 

名称 住所
資本金
(百万円)

主要な事業
の内容

議決権の
被所有割合
(％)

関係内容

(その他の関係会社)      

積水ハウス㈱
大阪府大阪市
北区

202,591
住宅の
建設・販売

26.0
住宅ローン販売取次
当社へ人員受入
当社から人員出向

大和ハウス工業㈱
大阪府大阪市
北区

161,845
住宅の
建設・販売

26.0
住宅ローン販売取次
当社へ人員受入

 

(注) １．上記の会社は、いずれも有価証券報告書の提出会社であります。

２．上記につきましては、各社期末日現在の状況を記載しております。

 

５ 【従業員の状況】

(1) 提出会社の状況

   2023年３月31日現在

従業員数(人) 平均年齢(歳) 平均勤続年数(年) 平均年間給与(円)

173 (29.1) 39.2 6.0 6,692,537
 

 

当社は住宅ローン事業の単一セグメントであるため事業部門別に記載しております。

 

事業部門の名称 従業員数(人)

住宅ローン業務部門 92 (27.8)

管理部門 81 (1.3)

合計 173 (29.1)
 

(注) １．従業員数は就業人員(当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。)であり、臨時雇用

者数(アルバイト、嘱託社員、人材会社からの派遣社員を含みます。)は、最近１年間の平均人員を(　)外数

で記載しております。

２．平均年間給与は、賞与及び基準外賃金を含んでおります。

 

(2) 労働組合の状況

当社は、労働組合は組成されておりませんが、労使関係は円滑であります。

 

(3) 管理職に占める女性労働者の割合、男性労働者の育児休業取得率及び労働者の男女の賃金の差異

当事業年度

管理職に
占める
女性労働者
の割合(％)
(注)１

男性労働者の
育児休業取得率(％)(注)２

労働者の男女の
賃金の差異(％)(注)２

正規雇用
労働者

パート・
有期労働者

全労働者
正規雇用
労働者

パート・
有期労働者

28.9 ― ― ― ― ―
 

(注) １．「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」（平成27年法律第64号。以下、女性活躍推進法とい

う。）の規定に基づき算出したものであります。

２．男性労働者の育児休業取得率及び労働者の男女の賃金の差異について、当社は女性活躍推進法の公表項目と

して選択していないため、記載を省略しております。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【経営方針、経営環境及び対処すべき課題等】

文中の将来に関する事項は、当事業年度末現在において、当社が判断したものであります。

 

(経営方針)

　当社は、高品質な住宅に対し、「良質で安心な住宅ローンを安定的に供給」し、お客様の豊かな住生活実現の「夢

の懸け橋」となることを基本方針としております。「当社の事業は社会貢献である」と位置づけ、お客様のご意見・

ご要望を広く取り入れながら、お客様の満足度を最優先とするきめ細かい金融サービスのご提供に努めております。

 住宅ローンは長期に亘るため、当社も永続的な発展を目指し、そのために、リスク管理能力を高めるとともに、新

築向けの住宅ローンだけではなく、リフォームローンや、リバースモーゲージといった分野でも、常に「革新的なビ

ジネスモデルの担い手」であるために挑戦を続けてまいります。

　

(経営環境)

　当社は、住宅購入者へフラット35を中心とした住宅ローンを提供することにより、提携ハウスメーカーの住宅販売

促進に資することを目的として設立されました。提携ハウスメーカーが、ユニークで競争力のある当社ローンを活用

することで、他のハウスメーカーと差別化され、その結果として住宅受注に繋がるようなサービスを提供できるよ

う、商品性の改善など「差別化戦略」については重点的な取組みを行ってまいりました。具体的には、ITを積極的に

活用した審査スピード高速化・事務手続の簡便化、ローン案件に係るコンサルティング機能強化、販売促進のための

キャンペーン実施等をこれまで実現してきております。また、フラット35に付随する独自のローン商品やリバース

モーゲージ型の商品、変動金利型住宅ローンを導入し、提携ハウスメーカーに対してあらたな資金計画提案ノウハウ

を提供してまいりました。特に2022年度には、2021年度に導入したスマートフォンアプリを活用した新たな申込方法

の「レストランプラン」や、変動金利型の住宅ローン「ＭＣＪ変動ローン」をはじめとしたユニークで競争力のある

独自商品の訴求・浸透に注力しました。また、将来にわたって金利上昇による返済の不安が無い全期間固定金利のフ

ラット35（保証型）の商品性を改善するとともに継続的に利用訴求に向けた活動を展開することで、提携ハウスメー

カーの住宅受注サポートを積極的に行いました。

 
今後住宅ローンビジネスを取り巻く環境は、引き続き厳しいものになることが予想されますが、当社においては、

次の項目を重点課題と位置付け、消費者や提携ハウスメーカーへのサービスレベル向上を図ってまいります。

 
　

 　(優先的に対処すべき課題)

(1) 商品・サービスの更なる利用訴求と、利用者拡大に向けた取り組み

　　新型コロナウイルスの拡大により大きく変化したビジネス環境に対応するため導入した「ＭＣＪ変動ローン」や

「レストランプラン」等の商品・サービスについて、継続的にメリットを訴求することで更なる利用を訴求すると

ともに、多様化する顧客ニーズに対応した商品の導入やローンプラザによるサポート体制の確立、スマートフォン

アプリの機能拡充等、多面的な取り組みを展開することで利用者の拡大を目指してまいります。

 
(2) カーボンニュートラルの実現に向けた住宅金融支援機構制度改正の周知と利用促進 

　国土交通省は、カーボンニュートラルの実現に向けた様々な政策を展開しており、その一環として2022年度のフ

ラット35制度改正において、省エネ性能等に優れた住宅取得に係る金利の引下げ幅拡大をはじめとする様々な取り

組みが実施され、2023年度のフラット制度改正において、2025年度に予定される新築住宅の省エネ基準適合義務化

に先駆けフラット35新築住宅の省エネ技術基準が引き上げられることとなりました。提携ハウスメーカーが取り扱

う高品質な住宅は、その殆どが長期優良住宅であることに加え、各社ともカーボンニュートラル実現に向けゼロエ

ネルギー住宅の普及促進に注力していることから、提携ハウスメーカーに制度改正の内容を積極的に周知すること

で、ＭＣＪフラットの申込・実行拡大を目指すとともに、カーボンニュートラル実現に向けた取り組みを推進して

まいります。
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(3) コーポレート・ガバナンスの強化及びコンプライアンスの徹底

当社のビジネスモデルは、お客様、提携ハウスメーカー、住宅金融支援機構をはじめとするステークホルダーか

ら成り立っており、業務遂行にあたっての法令遵守や適切な業務の体制などを整えることは重要な課題となりま

す。このため、コーポレート・ガバナンスの強化や内部管理体制の整備について、従来から取り組んでおります。

 

(4) リスク管理体制の強化

当社の取扱い商品は、フラット35が中心であり、証券化によりリスクは限定されておりました。今後法令の改正

や新商品の開発及び保有資産の実態に即して、統合的リスク管理をよりきめ細かく行う必要があり、リスク管理体

制について更に高度化するよう取り組んでまいります。

また、昨今の個人情報や機密情報を含む「情報資産」の保護に関する社会的要請が高まる中で、当社の情報資産

管理体制を整えることは重要な課題となります。今後当社が保有する個人情報等の情報資産に対し、サイバーセ

キュリティ対策をはじめとする各種セキュリティ管理体制をより一層強化すべく努めてまいります。

 

(5) 財務上の課題

当社は住宅ローン事業に関する資金を、債権譲渡や証券化、金融機関からの借入、社債、CPにより調達を行って

おります。

　したがって当社の業績や財政状態の悪化が生じた場合や、当社を取り巻く社会・金融環境の変化により、当社の

想定した条件での資金調達が困難となった場合や資金調達コストが上昇した場合においては、当社の業務を円滑に

運営することができず、業績及び財政状態に悪影響を及ぼす可能性があります。

　当事業年度において、上記の資金流動性リスクを極小化するため、金融機関の当座貸越枠を新たに設定しまし

た。今後も引き続き証券化を主要な資金調達手段としつつ、より効率的かつ安定的な資金調達を行うため、債権譲

渡や証券化、金融機関からの借入による間接調達並びにCP及び社債発行による直接調達をバランスよく組み入れて

いく方針です。
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２ 【サステナビリティに関する考え方及び取組】

当社のサステナビリティに関する考え方及び取組は、次の通りであります。

なお、文中の将来に関する事項は、当事業年度末現在において当社が判断したものであります。

 

ガバナンス

当社では、経営の監督機能(取締役会)と業務執行機能(執行役)を分離することで、代表執行役が業務執行に関す

る迅速な意思決定を行い、取締役会がその状況を適切に監督する体制を構築しております。

取締役会は、本有価証券報告書提出日現在、取締役７名(内５名は社外取締役)で構成されており、法令、定款、

取締役会規則及び各種委員会規則に基づき、重要事項の決定、業務執行状況の確認を行っております。

取締役会の決議による委任に基づき迅速かつ効率的に業務を執行するため、執行役を置き、業務執行権限を委譲

しています。各々の業務執行においては、決裁権者を定めた上で責任の明確化を図るとともに、執行役会で意見交

換や合意形成を行います。

 

リスク管理

当社では、「リスク管理規則」に基づき業務における会社内外の様々なリスクを迅速かつ正確に把握し、合理的

かつ最適な方法で統合的リスクおよび危機を管理する体制を設けております。

ⅰ) 代表執行役の諮問機関としてリスク管理委員会を設置し、会社全体のリスク事象の把握および顕在化したリ

スク事象に対する評価・対応の確認等統合的なリスク管理を行っております。なお、リスクの重要性に応じて、取

締役会にリスク管理に関する状況を報告する仕組みとなっております。

ⅱ) 当社の危機管理体制としては、事業継続計画に基づき、定期的に訓練を実施することにより、円滑な事業継

続、事業復旧のために必要な措置を講じる体制を整えております。

 

戦略

当社における、人材育成に関する方針及び社内環境整備に関する方針は、以下のとおりです。

 
人材育成方針

企業の競争力の創出には優秀な人材が必要不可欠であるという認識のもと、獲得した人材の能力を最大化させる

ため、専門知識の習得を目的とした貸金業務運営規則研修やコンプライアンス研修、オフサイトミーティングの実

施、社内資格の取得を奨励するなどの教育研修制度、従業員一人一人のスキルアップを支援する資格取得支援制

度・通信教育受講支援制度を実施しております。また、定期的にジョブローテーションを実施することで従業員が

様々な部署で業務に取り組み経験を積むことで、広範に業務ノウハウや専門的知識を獲得できる体制を構築してお

ります。

 
社内環境整備方針

企業が継続して成長していくためには、役職・年齢・性別等を問わず多様な従業員がお互いに協力し、能力を適

切に発揮できる社内環境の整備が必要不可欠であることから、社内環境整備の方針として、ワークライフバランス

を整え、継続的に働きやすい雇用環境、女性が管理職として活躍できる職場環境の整備に努めてまいります。ま

た、繁忙期には機動的に人事異動を実施し多忙な部署に人員を投入することにより会社全体で業務負担を平準化す

る、効率的でフレキシブルな組織を構築しております。

 
指標及び目標

上記「戦略」に記載した社内環境整備方針においては次の指標を用いております。当該指標に関する目標及び実

績は次の通りです。

指標 目標 実績（当事業年度）

管理職に占める女性労働者の割合 2025年３月31日までに40％ 28.9％
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３ 【事業等のリスク】

 

　以下において、当社の事業における現在及び将来に重大な影響を与えるリスク要因となる可能性があると考えられ

る主な事項を記載しております。ただし、これらの記載したリスクは当社の事業に関するすべてのリスクを網羅した

ものではなく、記載された事項以外の予見しがたいリスクも存在します。当社の業績及び財政状態は、かかるリスク

要因のいずれによっても著しい悪影響を受ける可能性があります。

　なお、文中の将来に関する事項は、有価証券報告書提出日現在において、当社が判断したものです。

 
１．住宅ローン事業に関するリスク

(1) 経済情勢の変動によるリスク

 当社の住宅ローン事業は、経済環境、住宅着工件数の動向等の経済情勢、人口動態、世帯動態をはじめとする

社会構造の変化、金利環境等をはじめとした各種事業環境の変化や全体的な景気変動等の影響を受けます。当社

では、上記の状況変化の可能性を踏まえ、事業計画にて様々な戦略および施策を策定し、数値目標を立て、計画

に基づき業務を遂行しています。しかし、新型コロナウイルスのさらなる感染拡大等で、一部ビジネスを中断せ

ざるを得ないなど、当社の想定を大幅に超える情勢となる可能性は否定できず、この場合、当社の業績及び財政

状態に悪影響を及ぼす可能性があります。

 
(2) 住宅ローン市場における競争の激化に関するリスク

　住宅ローン市場において、競合先である銀行を始めとした住宅ローンの提供者は、その商品性や付加サービス

の向上を推し進めており、また、参入規制を始めとする各種の規制の緩和等により、更に競争が激化する可能性

があります。このように競争が激化することにより、当社の住宅ローン関連商品が、優位に立てなくなった場合

に、当社の業績及び財政状態に悪影響を及ぼす可能性があります。

 

(3) 「フラット35」及び住宅金融支援機構への依存に関するリスク

　当社の住宅ローン融資の主軸は、住宅金融支援機構と提携する長期固定金利住宅ローン「フラット35」となり

ます。住宅金融支援機構との提携関係の変化や、「フラット35」の商品性変更等による商品競争力の低下があっ

た場合、当社の新規住宅ローン融資実行金額が減少し、当社の業績及び財政状態に悪影響を及ぼす可能性があり

ます。

 

(4) 法令・コンプライアンス違反の発生により事業運営に支障が生じるリスク

　当社は、貸金業法及び割賦販売法の適用を受け、関東財務局および経済産業省の監督下にあります。また、国

内において事業活動を行う上で、会社法等、一般的な法令諸規則の適用を受けております。

　当社は、法令遵守を経営の最重要課題としてコンプライアンス及び内部管理体制の強化を行っておりますが、

こうした対策が必ずしも有効に機能するとは限りません。

　仮に当社において法令違反等が発生した場合には、業務改善命令や業務の全部又は一部の停止命令、登録取消

等の行政処分や訴訟の提起、評判の毀損等により、当社の業務運営、業績、財政状態等に悪影響を及ぼす可能性

があります。

 

(5) オペレーショナルリスク

①　事務リスクの顕在化に関するリスク

　当社は、住宅ローンに関する申込、審査、融資実行、サービシング等多岐にわたる業務において、事務処理

を行っております。当社では、各業務の事務取扱を明確に定めたマニュアルを制定し、マニュアルに基づいた

事務処理が適切に実施されているかどうか、社内外の定期的な点検や監査を行って確認しております。また効

率的に事務処理を遂行するため、システム化を推進するとともに、住宅ローンの取次事務およびサービシング

業務の一部を外部へ委託しております。この外部委託先(再委託先も含む)については、社内規定に基づき適切

に選定および管理を行っております。しかしながら、当社の従業員および委託先により、過失、事故等に起因

する不適切な事務が行われる可能性は否定できません。これらの事務リスクが顕在化した場合には、行政処分

や訴訟の提起、評判の毀損等により、当社の業績及び財政状態に悪影響を及ぼす可能性があります。

 
②　システム障害等により情報漏洩や事業運営に支障が生じるリスク

　当社は、住宅ローン事業に関するデータ処理のため、またインターネットを通じた全国展開のために、コン
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ピュータシステムを構築し、運用しております。当社は、バックアップシステムの構築、一部の設備に障害が

発生しても継続してサービスを提供できるようにするなど情報セキュリティに関するリスクは経営上重要な課

題と認識しており、サイバー攻撃、大地震や水害等の自然災害、火災等の地域災害、コンピュータウィルス、

停電、通信障害等に対するBCPを構築し、定期的に訓練も実施しております。しかし、現時点では想定不可能な

事象により、システムに不具合、故障等の支障が生じた場合、想定外の費用の発生、業務の停止又は混乱、こ

れらに伴う行政処分や訴訟の提起、風評被害等により、当社の業績及び財政状態に悪影響を及ぼす可能性があ

ります。

 

(6) 個人情報等漏えい等の発生に関するリスク

　当社は、多数の個人情報を扱う企業であり、その社会的責任を果たすため個人情報保護方針を定め、個人情報

の入手から保持におけるシステムセキュリティの維持および社内研修体制の強化等により、個人情報が適切に維

持・管理されるよう努めております。また、一般財団法人日本情報経済社会推進協会(JIPDEC)よりプライバシー

マークを取得し、個人情報保護方針のもとに個人情報保護の管理・運営を徹底しており、今後も向上を図って参

ります。しかしながら、外部からの侵入者及びシステムへの不正アクセスや当社役職員による過誤等により顧客

の個人情報が漏えい又は毀損した場合、これに対応するための費用の発生、行政処分、訴訟の提起、評判の毀損

等により、当社の業績及び財政状態に悪影響を及ぼす可能性があります。

 

(7) 業務委託に関するリスク

　当社では、住宅ローン業務の一部を外部に委託しております。委託先で不正行為、違法行為が発生した場合や

委託先の業績が悪化した場合、また、これらにより委託が解消され、適切な代替委託先がタイムリーに確保でき

ない場合等には、当社の住宅ローン業務の運営上の障害となり当社の業績及び財政状態に悪影響を及ぼす可能性

があります。

 

(8) 人的資源に関するリスク

　当社が、今後更なる業容の拡大及び業務内容の多様化に対応していく際、事業の運営に十分な人材を確保・育

成・定着できない場合には、他社との競争力や業務の効率性等が低下し、当社の業績及び財政状態に悪影響を及

ぼす可能性があります。

 

(9) 従業員、外部委託先もしくは顧客の不正により損失を被るリスク

　当社の主たる事業である住宅ローン事業において、従業員、外部委託先もしくは顧客による詐欺やその他の不

正が発生した場合、例えば、違法な販売活動、顧客属性や担保物件についての詐称等の不正行為により損失を被

るリスクがあります。また、不正等の発生により、当社のイメージが悪化する可能性又は行政処分の対象となる

可能性があり、ひいては当社の業績及び財政状態に悪影響を及ぼす可能性があります。

 

(10) 重要な訴訟に関するリスク

 当社の業績に重要な影響を及ぼす訴訟等は、これまで提起されたことも提起したこともございません。しかし

融資業務やサービシング業務は多数の顧客を相手方とする事業であるため、何らかの事由により訴訟等が提起さ

れ、法的手続の当事者となる可能性があります。当社の業績に影響を及ぼす訴訟や社会的影響の大きい訴訟等が

発生し、当社に不利な判断がなされた場合は、業績及び財政状態に悪影響を及ぼす可能性があります。

 

(11) 免責リスク

　住宅金融支援機構が提供する融資保険が付保されている住宅ローン債権については、当該債権が融資保険約款

上の免責事由に該当した場合、本来住宅金融支援機構より交付されるはずの保険金が交付されず、信用リスクが

顕在化して、当社の業績及び財政状態に悪影響を及ぼす可能性があります。

 
 
 
２．財務面に関するリスク

(1) 信用リスク

　当社の住宅ローン事業の主力商品である「フラット35」は、貸付と同時に、住宅金融支援機構へ債権譲渡、あ

るいは同機構の住宅融資保険が付保されることを前提としておりますので、原則として当社は信用リスクを負い
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ません。しかし、ＭＣＪ変動ローンをはじめとする競合先との差別化商品のうちの一部には、当社が信用リスク

を負って自己保有する住宅ローン商品もあり、これらの住宅ローン商品に関しては、経済環境、市場環境、金利

環境等をはじめとした各種環境の変化、景気変動、新型コロナウイルスの感染拡大による世帯所得の減少等によ

り、当該ローン債権の延滞やデフォルトが生じる可能性があります。また、不動産価格の下落等によりデフォル

ト時の回収金額が当社の想定を下回る可能性があります。当社ではそれらのリスクを軽減するために、商品の仕

組み上の工夫、各種コベナンツ設定や会計上の手当等を行っており、定期的にパフォーマンスのモニタリングを

実施しております。しかしながら、当社の想定を上回るローン債権の延滞やデフォルトが生じた場合、当社の業

績及び財政状態に悪影響を及ぼす可能性があります。さらに、当社が取引を行う銀行、証券会社、保険会社等の

金融機関等の業績や財政状態が悪化し信用リスクが高まった場合、当社がその影響を受けることにより、業績及

び財政状態に悪影響を及ぼす可能性があります。

 

(2) 資金流動性リスク

　当社は、住宅金融支援機構や信託銀行等に対して住宅ローンに係る債権を譲渡してから譲渡代金を受領するま

での間の資金を、短期的に金融機関より借り入れなければならない可能性があります。また当社の住宅ローン事

業に関する資金は、債権譲渡や証券化、社債などの直接金融および金融機関からの借入等間接金融によりバラン

スよく調達を行っております。したがって、当社の業績や財政状態の悪化が生じた場合や、風説の流布や風評被

害等が発生した場合、あるいは日本の景気悪化や、世界的な金融システムの不安等により、当社の想定した条件

での資金調達が困難となった場合や資金調達コストが上昇した場合等においては、当社の財政状態に悪影響を及

ぼす可能性があります。

 

(3) 格付けに関するリスク

　当社は外部格付機関から投資適格以上の格付けを取得しております。しかし、今後不良債権の増加、収益力の

低下、資産の質が悪化する等により当社に対する格付けについて見直し・停止・取下げが行われる可能性があり

ます。当社に対する格付けが引き下げられた場合、資金調達コストの上昇や借入条件の悪化、既存取引の見直し

等により、資金調達に支障が生じ、当社の業績及び財政状態に悪影響を及ぼす可能性があります。

 

(4) フラット35の再売買に関するリスク

　当社の住宅ローン事業の主力商品である「フラット35」(買取型)に係る住宅ローン債権は、当社が住宅金融支

援機構との間で締結した住宅ローン債権売買基本契約に基づき、貸付と同時に住宅金融支援機構に対して譲渡さ

れます。しかし、当該契約における当社に関する事実表明や、譲渡した個々の住宅ローン債権に関する事実表明

に重要な点における瑕疵等があった場合、再売買の予約の実行という形で、一旦当社が譲渡した住宅ローン債権

を、当社が住宅金融支援機構から買い戻すことが義務付けられています。何らかの理由により住宅金融支援機構

が再売買の予約に関する完結権を行使し、当社が買い戻しに応じる必要が生じた場合、当社の業績及び財政状態

に悪影響を及ぼす可能性があります。

 

(5) 劣後信託受益権の保有について

　当社の主たる事業である住宅ローン事業は、「フラット35」(買取型)以外の一部の住宅ローン債権の証券化に

あたり、流動性補完や信用補完のため一定割合の劣後信託受益権を保有しております。劣後信託受益権の時価評

価は、デフォルト率、回収率及び期限前返済率、割引率等について一定の前提条件を設定して行っております。

しかしながら、当該前提条件が裏付債権のパフォーマンスの変化や市場動向の変化により修正された場合、劣後

信託受益権の時価が下落し、当社の業績及び財政状態に悪影響を及ぼす可能性があります。

 

(6) 超過サービシングフィーについて

　当社では、サービシング業務提供に伴うサービシングフィーが通常得べかりし収益を上回る場合は上回る部分

について、現在価値修正したものを未収収益及び長期未収収益とし、また、下回る部分について、現在価値修正

したものを前受収益及び長期前受収益として認識しております。この評価は、通常得べかりし収益の水準、繰上

返済率、割引率等について一定の前提条件を設定して行っておりますが、当該前提条件が市場動向の変化等によ

り修正され、当該評価が変動し、当社の業績及び財政状態に悪影響を及ぼす可能性があります。また金利下落傾

向の場合の他社への住宅ローン借り換えや、新型コロナウイルス感染症が拡大し、世帯所得の減少等により、当

該ローン債権のデフォルトが増加する可能性があり、当社の想定以上の繰上返済率となった場合には、財政状態

に悪影響を及ぼす可能性があります。
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３．その他金融環境等に関するリスク

(1) 法令制度の改正及び法的規制等に関するリスク

　当社では業務を行うにあたり、会社法等企業一般に適用される法令のほか、貸金業法、金融商品取引法、割賦

販売法等各種法規制の適用を受けております。これらの法令および諸規則は、将来において新設・変更・廃止さ

れる可能性があり、その内容により各種商品やサービスの提供が制限を受けたり、変更を余儀なくされたり、そ

れらに対応するための費用が増加したりする等、当社の業績及び財政状態に悪影響を及ぼす可能性があります。

　また、当社は貸金業者、包括信用購入あっせん業者および個別信用購入あっせん業者としての登録を行ってお

り、将来何らかの理由により登録(更新)の拒否又は登録の取消があった場合には、当社の事業活動に重大な支障

をきたし、当社の業績及び財政状態に悪影響を及ぼす可能性があります。

 

(2) 災害等の発生に関するリスク

　地震、台風、津波等の自然災害、テロや火災、戦争、大規模停電、感染症の伝染、テロ攻撃、国際紛争等ある

いは現時点では予想不可能な事象が発生し、当社及び業務委託先のコンピュータシステムへの悪影響、業務の停

止や混乱、当社商品への需要の減少等により、当社の業績及び財政状態に悪影響を及ぼす可能性があります。

特に当社は、主に東京23区内に所在する本社で事業活動を行っております。そのため、関東地区で大規模災害等

が発生した場合には、当社の事業、業績及び財政状態に悪影響を及ぼす可能性があります。

 

(3) 新型コロナウイルス感染症について

当社は、主に東京23区内に所在する本社で事業活動を行っております。そのため社内で感染が広がった場合は

事業継続に悪影響を及ぼす可能性があります。当社は、在宅勤務の推進、時差出勤、都内のバックアップオフィ

スの設置、海外渡航の禁止、勤務中のマスク着用等の対策を実施しておりますが、これらの対応策が奏功しない

場合には、当社の事業継続に悪影響を及ぼす可能性があります。

 

(4) 風評等の発生に関するリスク

　当社の主たる事業である住宅ローン事業の顧客は、一般の個人の顧客がほとんどであるため、当社の社会的信

用力が特に重要です。そのため、真実性の有無にかかわらず、マスコミ報道やインターネット上での中傷誹謗等

によって当社の社会的信用等が毀損され下落した場合、当社商品を選択する住宅ローン希望者の減少が想定さ

れ、当社の業績及び財政状態に悪影響を及ぼす可能性があります。また、当社と競合する他の住宅ローン提供者

や、住宅ローン業界全体に関する問題や不祥事の発生、批判、風評等であっても、それにより住宅ローン業界全

体の社会的信用等が下落する場合には、当社の事業、業績及び財政状態にも悪影響を及ぼす可能性があります。

 

(5) 大株主との関係について

　当社は、積水ハウス株式会社・大和ハウス工業株式会社と三菱ＨＣキャピタル株式会社の共同出資により設立

され、約１年後に、住友林業株式会社・積水化学工業株式会社も資本参加し、本報告書提出日現在、当社の議決

権をそれぞれ26％、26％、10％、19％、19％保有しております。当社と大株主各社は事業上の協力関係にあり、

積水ハウス株式会社・大和ハウス工業株式会社・住友林業株式会社・積水化学工業株式会社は、住宅ローン利用

希望者の委託を受け、当社へ申込の取次を行っております。また、三菱ＨＣキャピタル株式会社とは当社が受託

した債権および当社の債権について回収代行を委託しております。したがって、当社と大株主各社との資本関係

や業務提携関係が悪化した場合には、当社の業績及び財務状態に悪影響を及ぼす可能性があります。
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４ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(１)経営成績等の状況の概要

当事業年度における当社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フロー(以下「経営成績等」といいます。)の

状況の概要は次のとおりであります。 

 
①　財政状態及び経営成績の状況

 当事業年度におけるわが国の経済は、既往の資源高の影響などを受けつつも持ち直した一方で、海外経済は回

復ペースが鈍化しました。輸出・鉱工業生産は供給制約の影響の緩和に支えられて横ばい圏内の動きとなり、ま

た、企業収益は全体として高水準で推移し、業況感は横ばいとなる中、設備投資は緩やかに増加しました。雇

用・所得環境は全体として緩やかに改善しており、個人消費は、物価上昇の影響を受けつつも緩やかに増加しま

した。住宅投資は弱めの動きとなり、公共投資は横ばい圏内の動きとなりました。金融環境については、企業の

資金繰りの一部に厳しさが残ったものの、全体として緩和した状態にあります。

  2023年４月28日に国土交通省が公表した「建築着工統計調査報告　令和４年度計」によると、2022年度の新設

住宅着工戸数は全体で86.0万戸（前年度比99.4％）と、横ばいで推移しました。利用関係別戸数では持家が24.8

万戸（前年度比88.2％）と減少に転じた一方で、分譲住宅は25.9万戸（前年度比104.5％）、貸家は34.7万戸（前

年度比105.0％）と２年連続の増加となりました。

 

当社の主要な事業である住宅金融支援機構の2022年度における「フラット35」につきましては、変動金利型住

宅ローンの人気の高まりもあり、「フラット35」(買取型)の申請戸数は前年度比70.2％の56,741戸、「フラット

35」(保証型)の申請戸数は、前年度比75.1％の10,412戸となり、合計では前年度比70.9％の67,153戸と大幅に減

少いたしました(機構による記者発表、2023年４月28日付「フラット35の申請戸数等について」)。

　

 当社は設立以来、提携ハウスメーカーとシステムで連携したビジネスモデルをベースにＩＴ技術を積極活用し

て事業を展開してまいりましたが、新型コロナウイルスの感染拡大により、当社を取り巻くビジネス環境は大き

く変化いたしました。住宅ローン市場においては、テレワークの浸透に伴う持家需要の増加やウッドショック等

に起因した住宅価格の上昇から、高額物件に対応した住宅ローンや低金利の変動金利型住宅ローンのニーズが高

まり、提携ハウスメーカーにおいては、テレワークの浸透や業務効率化の観点から住宅ローン業務負担を軽減す

る方針へと舵を切りました。さらには、変動金利型住宅ローンニーズの高まりに併せ地方金融機関が積極的に営

業活動を実施したことで存在感を増すといった、コロナ禍で大きな変貌を見せたビジネス環境に対応するための

取り組みが必要となりました。

  これらの状況を踏まえ、2022年度の事業戦略として、2021年度にリリースしたスマートフォンアプリを活用し

た新たな申込方法の「レストランプラン」や「MCJ変動ローン」をはじめとしたユニークで競争力のある独自商品

の訴求・浸透により、大きく変容するビジネス環境において多様化するお客様・提携ハウスメーカーのニーズに

応えることを最重要課題と位置付け、事業を展開しました。

  2022年２月にリリースした「レストランプラン」は、申込に必要となる最小限の情報を入力するだけで当社の

全商品を同時に審査しお客様が利用可能な商品をレストランのメニューのようにアプリ上に一覧表示する申込方

法で、金利条件等がより有利な商品からおすすめ順に表示されるためお客様が容易に商品を比較・選択できる点

がリリース当初より好評を博しています。リリース後も、「レストランプラン」の利用促進を目的とする補助

ツールや専用の利用ガイドの作成に加え、スマートフォンアプリの継続的な改善・機能拡充を行うことで、利便

性を更に高めてまいりました。継続的に利便性を向上させるための取り組みを実施したことで、電子申込の利用

率は99％に到達いたしました。今後も更なる利便性向上のための取り組みを継続してまいります。

「レストランプラン」と同時に取扱いを開始した当社初の変動金利型住宅ローン「MCJ変動ローン」につきまし

ても、融資金額の上限が1億6,000万円、最長借入期間が50年、融資金利は借入期間40年までは年0.4％台と低金利

で超長期間の借入が可能な商品性や最短数分で審査回答が出る利便性の高さから、取扱い開始当初から好評を博

しています。変動金利型住宅ローンニーズが高まる中で、優れた商品性や利便性の高さを積極的に周知し利用を

訴求したことや、提携ハウスメーカーから寄せられた商品改善要望に対応し商品性を改善したことにより、当事

業年度における当社住宅ローン融資実行件数のうちMCJ変動ローンが40％を占めるまでになりました。今後も全期

間固定金利型のフラット35とあわせ、当社主力商品の一つとして更なる利用の訴求と商品性の向上に取り組んで

まいります。

　フラット35においては、2022年４月の機構制度改正にて「フラット35維持保全型」が、2022年10月の機構制度

改正にて「フラット35S（ZEH）」が新設されました。「フラット35維持保全型」は、長期優良住宅をはじめとす

る維持保全・維持管理等に資する住宅を取得する場合に金利引下げを適用する制度で、「フラット35S（ZEH）」
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は、年間の一次エネルギー消費量収支をゼロとすることを目指したZEH住宅を取得する際に金利引下げが適用され

る制度です。段階的に金利引下げに関する制度が拡充され、最大で金利が「当初10年間年0.5％」引下げとなり、

提携ハウスメーカーの高品質な住宅を購入する際にフラット35をより有利な金利で利用できることから、提携ハ

ウスメーカーに対し、積極的な周知活動を実施しました。結果として「フラット35S（ZEH）」の機構シェアは１

位となりました。今後も継続的な周知活動に取り組んでまいります。

　「フラット35S（ZEH）」の新設に併せて、2022年10月にフラット35（保証型）の「MCJフラット“極”30」およ

び「MCJフラットネクスト30」の商品性を改定した、「MCJフラット“極”」および「MCJフラットネクスト」（以

下、総称して「MCJ保証型フラット」）の取扱いを開始いたしました。「MCJフラット“極”30」および「MCJフ

ラットネクスト30」は金利の競争力や全疾病保障保証特約付き団信を備えた商品性が好評を博しておりました

が、提携ハウスメーカーから商品改善要望を受けたことから、返済比率上限を拡大するとともに「MCJフラット

スーパーパッケージローン」との併用を可能といたしました。これにより、優れた商品性の「MCJ保証型フラッ

ト」をより多くのお客様にご利用いただけるようになったことから、商品改定後の当社フラット35申込における

「MCJ保証型フラット」の割合は80％を上回るまでに増加いたしました。今後も商品性・利便性を向上させるとと

もに積極的な周知活動を実施し、さらなる利用を訴求してまいります。

2023年2月には、かねてより提携ハウスメーカーから商品化要望が多く寄せられていた、住宅ローンとセットで

の既存債務の借換融資を行うおまとめローン商品「MCJおまとめ借換ローン」を、モーゲージバンクとして初めて

導入いたしました。住宅ローンと同期間で既存債務の借換を行うことで、既存債務の毎月返済額の低減や住宅

ローン借入可能額の増加を見込める商品性から、取扱い開始から２か月で200件以上の申込をいただきました。

サービスの提供につきましては、「レストランプラン」や新商品の普及推進のためお問い合わせ窓口（ローン

プラザ）の電話対応人数を大幅に拡充するとともに、電話受付時間を拡大する体制強化を行いました。今後も、

質の高いローンコンサルティングを行うべく、ローンプラザ体制の強化を含め、よりよいサービスを提供してま

いります。

また、住宅ローンの競争が激化している愛知県における提携ハウスメーカーとの関係強化を目的として、2022

年12月に当社初となる名古屋支店を開設いたしました。

住宅市況は、住宅価格の高騰や乱高下する金利環境からなお不透明な状況にあり、当社におきましては、提携

ハウスメーカーの住宅販売を金融面からサポートする役割がより一層求められているため、引き続き提携ハウス

メーカーの新規受注創出に取り組んでまいります。

 当事業年度における当社の住宅ローンの申込件数は18,477件(前年度比135.7％) 、融資実行件数は5,067件(同

107.7％)、融資実行金額は217,927百万円(同129.3％)となり、借換を除いた場合の申込件数は18,050件（同

152.7％）、融資実行件数は4,603件（同140.6％）、融資実行金額は206,652百万円（同154.4％）となりました。

また、期末における住宅ローン残高は21,491億円(前年度比103.8%)となりました。なお、申込される顧客のう

ち、当社以外の金融機関から借り入れるなど、辞退する場合もありますので、申込の全てが融資実行されるわけ

ではございません。以上の結果、第20期事業年度の決算につきましては、営業収益8,449,642千円(前年度比

115.7％)、営業費用6,800,365千円(同106.9％)、営業利益1,649,276千円(同175.0％)、当期純利益1,144,264千円

(同180.6％)となりました。

 

　　　　　なお、当社は住宅ローン事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。
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②　キャッシュ・フローの状況

当事業年度における現金及び現金同等物(以下「資金」)の残高は、8,034,741千円と、前事業年度末に比べ

275,390千円減少となりました。

当事業年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当事業年度において営業活動により減少した資金は、101,341,820千円(前事業年度は78,777,353千円の減少)と

なりました。これは、主に税引前当期純利益1,649,092千円、前受金の増加1,324,252千円、利息及び配当金の受

取額2,322,942千円があったものの、受取利息及び受取配当金2,329,675千円、営業貸付金の増加96,131,600千

円、営業立替金の増加9,227,310千円があったこと等によるものであります。

 

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当事業年度において投資活動により増加した資金は、43,432,359千円(前事業年度は74,462,774千円の増加)と

なりました。これは主に投資有価証券の売却及び償還による収入45,097,194千円、無形固定資産の取得による支

出1,513,428千円によるものであります。

 

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当事業年度において財務活動により増加した資金は、57,634,070千円(前事業年度は3,021,886千円の増加）と

なりました。これは、主に短期借入金の増加による収入32,762,900千円、コマーシャル・ペーパーの増加による

収入24,997,770千円によるものであります。
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③　特定金融会社等の開示に関する内閣府令に基づく貸付金(営業貸付金及びその他の営業貸付債権)の状況

「特定金融会社等の開示に関する内閣府令」(平成11年５月19日　大蔵省令第57号)に基づく、提出会社におけ

る貸付金の状況は次のとおりであります。

 

ⅰ) 貸付金の種別残高内訳

    2023年３月31日現在

貸付種別 件数(件) 構成割合(％)
残高
(百万円)

構成割合(％)
平均約定金利
(％)

消費者向
　無担保(住宅向を除く)

212 3.80 302 0.38 1.73

　有担保(住宅向を除く) 902 16.20 4,651 5.84 1.73

　住宅向 4,454 79.99 74,601 93.77 1.10

計 5,568 100.00 79,554 100.00 1.14

事業者向
計

― ― ― ― ―

合計 5,568 100.00 79,554 100.00 1.14
 

(注) 上記は、債権流動化により残存として評価した劣後信託受益権を含んでおりません。

 
ⅱ) 資金調達内訳

  2023年３月31日現在

借入先等 残高(百万円) 平均調達金利(％)

金融機関からの借入 98,132 0.20

その他 47,997 0.10

 社債・ＣＰ 47,997 0.10

合計 146,130 0.17

自己資本  14,545 ―

 資本金・出資金 1,000 ―
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ⅲ) 業種別貸付金残高内訳

   2023年３月31日現在

業種別 先数(件) 構成割合(％) 残高(百万円) 構成割合(％)

農業、林業、漁業 ― ― ― ―

建設業 ― ― ― ―

製造業 ― ― ― ―

電気・ガス・熱供給・水道業 ― ― ― ―

情報通信業 ― ― ― ―

運輸業、郵便業 ― ― ― ―

卸売業、小売業 ― ― ― ―

金融業、保険業 ― ― ― ―

不動産業、物品賃貸業 ― ― ― ―

宿泊業、飲食サービス業 ― ― ― ―

教育、学習支援業 ― ― ― ―

医療、福祉 ― ― ― ―

複合サービス事業 ― ― ― ―

サービス業(他に分類されないも
の)

― ― ― ―

個人 5,331 100.00 79,554 100.00

特定非営利活動法人 ― ― ― ―

その他 ― ― ― ―

合計 5,331 100.00 79,554 100.00
 

(注) 上記は、債権流動化により残存として評価した劣後信託受益権を含んでおりません。
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ⅳ) 担保別貸付金残高内訳

  2023年３月31日現在

受入担保の種類 残高(百万円) 構成割合(％)

有価証券  ― ―

 うち株式 ― ―

債権  ― ―

 うち預金 ― ―

商品 ― ―

不動産 78,208 98.30

財団 ― ―

その他 ― ―

計 78,208 98.30

保証 12 0.01

無担保 1,333 1.67

合計 79,554 100.00
 

(注) 上記は、債権流動化により残存として評価した劣後信託受益権を含んでおりません。

 
ⅴ) 期間別貸付金残高内訳

   2023年３月31日現在

期間別 件数(件) 構成割合(％) 残高(百万円) 構成割合(％)

１年以下 ― ― ― ―

１年超　５年以下 ― ― ― ―

５年超　10年以下 2 0.03 2 0.00

10年超　15年以下 12 0.21 146 0.18

15年超　20年以下 51 0.91 744 0.93

20年超　25年以下 2,286 41.05 30,701 38.59

25年超 3,217 57.77 47,960 60.28

合計 5,568 100.00 79,554 100.00

１件当たりの平均期間(年) 30.96
 

(注) 期間は、約定期間によっております。

(注) 上記は、債権流動化により残存として評価した劣後信託受益権を含んでおりません。
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④　生産、受注及び販売の実績

当社は住宅ローン事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。

ⅰ) 営業収益内訳

当事業年度における営業収益の内訳は次のとおりです。

　受取手数料が前年度比で増加した主な理由は、融資実行件数が増加したことによるものです。

営業貸付金利息が前年度比で増加した主な理由は、融資実行による営業貸付金残高の増加によるものです。

その他の金融収益が前年度比で増加した主な理由は、営業貸付金の信託譲渡により、信託残高が積み上がり、受

益権から得られる受取配当金の金額が増加したことによるものです。

その他の営業収益が前年度比で増加した主な理由は、営業貸付金の信託譲渡による債権譲渡益が増加したことに

よるものです。

  (単位　千円)

区別 科目別 金額 構成比(％)

前年度比増減

金額 増減比(％)

住宅ローン

受取手数料 5,533,134 65.4 438,264 8.6

営業貸付金利息 714,012 8.4 107,761 17.8

その他の金融収益 1,615,663 19.1 248,153 18.1

その他の営業収益 586,831 6.9 353,680 151.7

計  8,449,642 100.00 1,147,859 15.7
 

(注) １．四捨五入の関係で、「金額」と「構成比」の内訳と合計は一致しません。

(注) ２．主な相手先別の営業収益に対する割合は次の通りであります。

  (単位：千円)

顧客の名称又は氏名

前事業年度
(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

当事業年度
(自　2022年４月１日
　至　2023年３月31日)

金額 割合(％) 金額 割合(％)

独立行政法人住宅金融支援機構 2,195,105 30.1 2,172,140 25.7
 

(注)　当社は、「独立行政法人住宅金融支援機構」より委託を受けて、住宅ローンの債権回収(サービシング業務)を

行っており、この対価として、住宅ローン残高に応じたサービシングフィーを受け取っております。
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ⅱ) 商品別融資実行件数および融資実行金額

当事業年度における主要な住宅ローンの融資実行件数及び金額の内訳は次のとおりです。

　ＭＣＪ変動ローンの件数および金額が大きく増加しております。

  (単位　件、百万円)

商品 件数 金額

前年度比増減

件数(％) 金額(％)

ＭＣＪフラット 1,799 80,610 △31.3 △21.2

ＭＣＪフラットプレミアム、ＭＣ
Ｊプレミアム、ＭＣＪフラット
“極”30、ＭＣＪフラットネクス
ト30、ＭＣＪフラット“極”、Ｍ
ＣＪフラットネクスト

1,235 41,702 △40.0 △35.9

ＭＣＪ変動ローン 2,033 95,614 8,032.0 9,597.1

ＭＣＪフラットスーパーパッケー
ジ

1,102 7,036 △9.9 36.5

リバースモーゲージローン
「ご自宅活用ローン“家の恩返
し”」

670 10,533 8.7 21.7

計 6,839 235,495 4.5 29.2
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(２)経営者の視点による経営成績等の状況に関する分析・検討内容

経営者の視点による当社の経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容は以下のとおりです。 

なお、文中の将来に関する事項は、有価証券報告書提出日現在において判断したものであります。

 

 
①　重要な会計方針及び見積り

当社の財務諸表は、わが国において一般に公正妥当と認められている会計基準に基づき作成されております。

この財務諸表の作成にあたっては、当事業年度末における資産、負債の報告金額及び収益、費用の報告金額に影

響を与える見積り、判断及び仮定を使用することが必要となります。当社の経営陣は財務諸表作成の基礎となる

見積り、判断及び仮定を過去の経験や状況に応じ合理的と判断される入手可能な情報により継続的に検証し、意

思決定を行っております。しかしながら、これらの見積り、判断及び仮定は不確実性を伴うため、実際の結果と

異なる場合があります。 

 

 

②　当事業年度の経営成績の状況に関する認識及び分析・検討内容

営業の状況

当事業年度末における当社の住宅ローン残高（買取型、保証型、変動ローン及びその他プロパーローンの残高

の合計額）は、前事業年度末比3.8％増加の21,491億円となりました。また、当事業年度の当社の主要商品である

フラット35(買取型及び保証型)及び変動ローンの融資実行金額に関して、前事業年度比29.3％増加の2,179億円と

なりました。

 

経営成績の分析

(営業収益)

営業収益は、受取手数料が438,264千円、営業貸付金利息が107,761千円、その他の金融収益が248,153千円、

その他の営業収益が353,680千円増加したことにより、前事業年度末比1,147,859千円増加の8,449,642千円とな

りました。

 

(営業利益・経常利益)

営業利益は、販売費及び一般管理費が304,442千円増加し、その他営業費用が144,605千円増加し、営業収益

が増加した結果、前事業年度末比707,020千円増加の1,649,276千円となりました。また、経常利益は前事業年

度末比738,656千円増加の1,649,092千円となりました。

 

(当期純利益)

法人税、住民税及び事業税並びに法人税等調整額の合計504,828千円を計上しましたが、当期純利益は、前事

業年度末比510,814千円増加の1,144,264千円となりました。

 
経営成績の分析の詳細は、「第２　事業の状況　４　経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フ

ローの状況の分析（１）経営成績等の状況の概要」に記載のとおりであります。

 

財政状態の分析

(資産の部)

当事業年度末の総資産は、現金及び預金が275,390千円、未収入金が667,597千円、ソフトウェア仮勘定が

264,153千円減少しましたが、営業貸付金が51,078,491千円、営業立替金が9,227,310千円、ソフトウエアが

817,599千円、長期未収収益が349,085千円増加したことにより、前事業年度末比60,403,658千円増加の

172,983,513千円となりました。
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(負債の部)

当事業年度末の負債は、短期借入金が32,762,900千円、コマーシャル・ペーパーが24,997,770千円、前受金が

1,324,252千円増加したのに対し、繰延税金負債が331,313千円減少したことにより、前事業年度末比59,379,157

千円増加の159,027,666千円となりました。

 

(純資産の部)

当事業年度末の純資産は、当期純利益の積上げによる繰越利益剰余金が1,144,264千円増加し、配当金を

126,600千円支払ったことにより、前事業年度末から1,024,501千円増加の13,955,847千円となりました。

この結果、自己資本比率は8.07％となりました。

 
財政状態の分析につきましては、「第２　事業の状況　４　経営者による財政状態、経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況の分析（１）経営成績等の状況の概要」に記載のとおりであります。

 

キャッシュ・フローの分析

当事業年度のキャッシュ・フローの分析につきましては、「第２　事業の状況　４　経営者による財政状態、

経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析　(１)経営成績等の状況の概要　②　キャッシュ・フローの状

況」に記載のとおりであります。

当社の経営成績に重要な影響を与える要因につきましては、「第２　事業の状況　３　事業等のリスク」に記

載のとおりであります。

 

当社の資本の財源及び資金の流動性につきましては、次のとおりです。

 当社は資金を安定的に調達することを基本方針としております。今後も引き続き証券化を主要な資金調達手段

としつつ、複数かつ有力な金融機関と良好な取引関係を維持し継続的に借入を行っていくとともに、資本市場に

おけるコマーシャル・ペーパー及び無担保普通社債の発行により、資金調達の多様化を図っていきます。

 

③　重要な会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

当社の財務諸表は、わが国において一般に公正妥当と認められている会計基準に基づき作成しております。こ

の財務諸表を作成するにあたって、資産、負債、収益及び費用の報告額に影響を及ぼす見積り及び仮定を用いて

おりますが、これらの見積り及び仮定に基づく数値は実際の結果と異なる可能性があります。

　財務諸表の作成にあたって用いた会計上の見積り及び仮定のうち、重要なものは「第５　経理の状況　１　財

務諸表等　（１）財務諸表　注記事項　（重要な会計上の見積り）」に記載しております。

なお、当該将来に関する事項については、社内で合理的な根拠に基づく適正な検討を経たものであります。
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５ 【経営上の重要な契約等】

経営上の重要な契約は以下の通りです。

 

契約先 契約名称 契約内容 契約期間

住宅金融公庫(2007年４月
より、独立行政法人住宅
金融支援機構。)

住宅ローン債権売買基本契
約

当社と債務者との間で締結
される金銭消費貸借契約に
基づき有する住宅ローン債
権を、住宅金融公庫に譲渡
する取引についての契約

2003年10月１日から
2004年３月31日まで。
以降１年毎の自動更新。
 
 

住宅金融公庫 買取債権管理回収業務委託
契約

「フラット35」債権回収業
務等の受託

2003年10月１日から
2004年３月31日まで。
以降１年毎の自動更新。

独立行政法人
住宅金融支援機構

住宅融資保険契約証書 「ＭＣＪフラットパッケー
ジ」及びリバースモーゲー
ジローンに関する住宅融資
保険の利用契約

2022年４月１日から
2023年３月31日まで。
注

独立行政法人
住宅金融支援機構

特定住宅融資保険契約証書 「ＭＣＪフラットプレミア
ム」、「ＭＣＪフラット
“極”30」、「ＭＣＪフ
ラットネクスト30」、「Ｍ
ＣＪフラット“極”」「Ｍ
ＣＪフラットネクスト」、
に関する住宅融資保険の利
用契約

2022年４月１日から
2023年３月31日まで。
注
 

 

注　期限が定められておりますが、毎年更新するものです。

 

６ 【研究開発活動】

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

 

１ 【設備投資等の概要】

当社は住宅ローン事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。

 

当事業年度の設備投資については、建物、工具、器具及び備品、ソフトウエア開発に関する設備投資を実施してお

ります。なお、有形固定資産のほか、無形固定資産への投資を含めて記載しております。当事業年度の設備投資は総

額1,654,686千円であります。このうち主なものは、名古屋支店開設に伴うパーテーション等の建物1,162千円、PC等

の器具備品6,504千円、データセンター移行に伴い取得したソフトウエア683,620千円、電子化対応（アプリ開発等）

により取得したソフトウエア328,476千円、新商品開発により取得したソフトウエア274,794千円であります。

なお、当事業年度において重要な設備の除却、売却はありません。

 

２ 【主要な設備の状況】

当社は住宅ローン事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。

   2023年３月31日現在

事業所名
(所在地)

セグメントの名称 設備の内容

帳簿価額(千円)

従業
員数
(人)

有形固定資産 無形固定資産
合計
(千円)

建物
工具、器具
及び備品

建設仮勘
定

ソフト
ウエア

ソフトウエア
仮勘定

その他

本社
(東京都渋谷区)

住宅ローン事業 本社機能 73,899 58,317 1,890 3,433,916 1,283,340 1,700 4,853,065 173(29.1)
 

(注)　従業員数の(　)は、臨時雇用者数を外書きしております。

 

３ 【設備の新設、除却等の計画】

重要な設備の新設・除却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,000

計 40,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
事業年度末現在
発行数(株)

(2023年３月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2023年６月28日)

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引

業協会名
内容

普通株式 40,000 40,000 非上場
(注)１
(注)２

計 40,000 40,000 ― ―
 

(注) １．発行する全部の株式について、譲渡による株式の取得について取締役会の承認を要する旨の定めを設けてお

ります。

２．単元株制度は採用しておりません。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

② 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

③ 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 
(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2003年５月14日(注) 40,000 40,000 1,000,000 1,000,000 1,000,000 1,000,000
 

(注)　有償第三者割当

発行価格 50,000円

資本組入額 25,000円

割当先(割当株式数) 積水ハウス株式会社(10,000株)

 大和ハウス工業株式会社(10,000株)

 三菱ＨＣキャピタル株式会社（旧商号：日立キャピタル株式会社）(20,000株)
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(5) 【所有者別状況】

 2023年３月31日現在

区分

株式の状況

単元未満
株式の状況
(株)

政府及び
地方公共
団体

金融機関
金融商品
取引業者

その他
の法人

外国法人等
個人
その他

計

個人以外 個人

株主数(人) ― ― ― 5 ― ― ― 5 ―

所有株式数
(株)

― ― ― 40,000 ― ― ― 40,000 ―

所有株式数
の割合(％)

― ― ― 100 ― ― ― 100 ―
 

 

(6) 【大株主の状況】

  2023年３月31日

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の総数
に対する所有
株式数の割合
(％)

積水ハウス株式会社 大阪府大阪市北区大淀中一丁目１番88号 10,400 26.0

大和ハウス工業株式会社 大阪府大阪市北区梅田三丁目３番５号 10,400 26.0

住友林業株式会社 東京都千代田区大手町一丁目３番２号 7,600 19.0

積水化学工業株式会社 大阪府大阪市北区西天満二丁目４番４号 7,600 19.0

三菱ＨＣキャピタル株式会社 東京都千代田区丸の内一丁目５番１号 4,000 10.0

計  40,000 100.0
 

(注)　当社から大株主への出資はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2023年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 40,000
 

40,000 ―

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 40,000 ― ―

総株主の議決権 ― 40,000 ―
 

 
② 【自己株式等】

該当事項はありません。
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２ 【自己株式の取得等の状況】

該当事項はありません。

 

３ 【配当政策】

当社では、株主に対する利益の還元を経営上の重要な施策の一つとして位置づけており、健全な財務体質を維持

し、持続的な成長と経営環境の変化に対応するために必要な内部留保資金を確保しつつ、業績に応じた株主への利益

還元を、金銭による剰余金の配当として年２回行うことを基本方針とします。

なお、当社は会社法第459条第１項の規定に基づき、取締役会の決議をもって剰余金の配当等を行うことが出来る

旨、定款に定めております。

当事業年度の剰余金の配当につきましては、継続的な安定配当の基本方針のもと、１株あたり10,779.25円としてお

ります。

内部留保資金は、長期的に安定した経営基盤を確保するための財務体質の強化及び継続的な事業の成長と経営環境

の変化に対応するための資金として活用していく考えであります。

 

なお、当社は中間配当を行うことができる旨を定款に定めております。

 

(注)　基準日が当事業年度に属する剰余金の配当は、以下のとおりであります。

 
決議年月日 配当金の総額(千円)  １株当たり配当額(円)

 2023年５月30日
　取締役会決議

431,170 10,779.25
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４ 【コーポレート・ガバナンスの状況等】

(1) 【コーポレート・ガバナンスの概要】

１) コーポレート・ガバナンスに関する基本的考え方

当社は、「会社運営方針」にて、顧客の利益保護の観点から、法令等遵守及び適正な業務運営を確保するため

の内部管理態勢の確立及び整備を最重要課題の一つとして経営を行うこととし、経営陣が率先して法令等遵守態

勢を確立することとする旨を基本理念と位置付け、顧客、従業員、投資家等の様々なステークホルダーの期待に

応えつつ業務を遂行しております。

 

２) コーポレート・ガバナンスに関する体制整備及び運用の状況

①　会社の機関の内容

当社は、コーポレート・ガバナンスの強化と経営の透明性を図るため、指名委員会等設置会社制度を導入

し、経営の監督機能(取締役会)と業務執行機能(執行役)を分離することで、代表執行役が業務執行に関する迅

速な意思決定を行い、取締役会がその状況を適切に監督する体制を構築しております。また、社外取締役が過

半数を占める指名委員会、報酬委員会及び監査委員会は、それぞれ、株主総会に提出する取締役選任議案の決

定、取締役及び執行役の個人別報酬の決定、執行役などの職務執行の監査などを行っております。

取締役会は、本有価証券報告書提出日現在、取締役７名(内５名は社外取締役)で構成されており、原則とし

て隔月に１回以上開催するほか臨時に必要があるとき開催し、法令、定款、取締役会規則及び各種委員会規則

に基づき、重要事項の決定、業務執行状況の確認を行っております。

取締役会の中に指名委員会、報酬委員会、監査委員会を設置しております。各委員会は、いずれも委員５人

で組織され、うち過半数は独立性を有する社外取締役で構成されています。

指名委員会及び報酬委員会は、必要な都度開催します。指名委員会は、株主総会に提出する取締役の選任及

び解任に関する議案の内容の決定等を行います。また、報酬委員会は、執行役及び取締役が受ける個人別の報

酬等の内容の決定等を行います。

監査委員会は、原則として隔月１回以上開催し、執行役及び取締役の職務の執行を監査し、監査報告の作成

等を行います。

当社は、取締役会の決議による委任に基づき迅速かつ効率的に業務を執行するため、執行役を置き、業務執

行権限を委譲しています。各々の業務執行においては、決裁権者を定めた上で責任の明確化を図るとともに、

必要に応じて原則として毎月１回開催される執行役会で意見交換や合意形成を行います。

 

②　コーポレート・ガバナンスの体制図

本有価証券報告書提出日現在におけるコーポレート・ガバナンス体制(内部統制システムを含む)の概要は以

下のとおりです。

(概要図)
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③　内部統制システム及びリスク管理体制の整備状況等

ａ．執行役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制

ⅰ) 取締役会における法定専決事項の他、コンプライアンス管理その他重要な意思決定事項について、取

締役会、執行役の権限、責任を明確に定めることとしております。

ⅱ) 取締役会は、執行役の業務執行に関する重要な情報の報告を受け、これを確認することとしておりま

す。

 

ｂ．執行役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

ⅰ) 執行役の職務執行に係る資料の保存及び管理は「文書管理規則」などの社内規則等に定めるところに

よることとしております。

ⅱ) 前号の社内規則等に定めのない資料で、監査委員会又はその選定する監査委員が一定期間保存するの

が相当と判断した場合は、その都度資料作成者に指示することとしております。

　

ｃ．損失の危険の管理に関する規程その他の体制

ⅰ) 事業推進に伴う損失の危険(以下、「リスク」といいます)の管理に関する体制や施策等を整備するこ

ととしております。

ⅱ) リスクを総合的に管理するため、リスク管理部を設置し、社内規定上５つのリスク(法令・コンプライ

アンスリスク、システムリスクを含むオペレーショナルリスク、資金流動性リスク、市場リスク、信

用リスク)の特定・評価・分析・検証を行い、リスク管理に関する企画立案・推進等を行うこととして

おります。

ⅲ) 事業継続性の観点から、自然災害、システム障害、人為的な災害、パンデミックなどの危機が発生し

た場合において円滑に事業継続、事業復旧を行うための措置を講じております。

ⅳ）リスクが顕在化し、事業に重大な影響を及ぼすことが予測される場合には、「リスク管理規則」等に

定めるところにより影響を極小化すべく対応し、取締役会に報告することとしております。

　

ｄ．執行役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

ⅰ) 重要事項につき多面的な検討、審議を行うための執行役会を設置しております。

ⅱ) 年度計画の策定、見直し、業績の管理については取締役会で審議報告しております。

ⅲ) 目標の明確な付与、採算の徹底を通じて市場競争力の強化を図るために、目標値を事業計画として策

定し、これに基づき業績管理を行い、取締役会に報告することとしております。

 

ｅ．使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制

ⅰ) 就業規則を社内情報共有システムに掲示し、使用人に周知徹底を図ることとしております。

ⅱ) 法令遵守活動を行う内部管理部門を設置し、定期的に従業員の研修を実施することとしております。

ⅲ) 業務運営の状況を把握し、その改善を図るために、内部監査を実施することとしております。

 

ｆ．当社における業務の適正を確保するための体制

ⅰ) 業務執行に関する全社的な課題、各部門の担当業務に関する課題等について、迅速に検討し対応する

ため、各種委員会(リスク管理委員会、新商品委員会、情報システム化委員会等)を設置しておりま

す。

ⅱ) 当社は、コンプライアンス体制等に関する日本貸金業協会の規則等を参考にしつつ、コンプライアン

ス体制、リスク管理体制等を構築し、業務の適正化を図ることとしております。

 

ｇ．反社会的勢力との関係遮断

反社会的勢力との関係を一切遮断し排除するため、基本方針を定め反社会的勢力に係る不祥事の未然防止

と事案発生時の適正な対応を実現することを図り、規則・体制等を整備するほか外部専門機関との連携を強

化するなど管理体制の強化に努めております。
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ｈ．監査委員会の職務の執行のために必要なものとして法務省令で定める事項

ⅰ) 監査委員会の職務を補助すべき使用人に関する事項

監査委員会を含む各種委員会の職務の補助は、社長室に所属する使用人が行うこととしております。

ⅱ) 監査委員会の職務を補助すべき使用人の執行役からの独立性に関する事項

前号の使用人は、監査委員会の職務補助に関し、執行役の指揮命令に服さないこととしております。

 ⅲ) 監査委員会の当該取締役および使用人に対する指示の実効性の確保に関する事項

事務局及び監査委員の事務を補助する補助人は、監査委員会の事務に関する事項について、監査委員

会の指示に従うこととします。

　　ⅳ) 執行役及び使用人が監査委員会に報告をするための体制その他監査委員会への報告に関する体制

(ⅰ) 監査委員は、取締役会ほか重要な会議に出席することができることとしております。

(ⅱ) 執行役は、特に重要な事項を監査委員会及び監査委員会の選定する監査委員に報告しなければならな

いこととしております。

(ⅲ) 取締役、執行役及び担当管理職その他の使用人は、監査委員会の要求があった場合には、監査委員会

に出席し、必要な資料を添えて職務の執行について説明しなければならないこととしております。ま

た、監査委員会の選定する監査委員の要求があった場合においても、同様の説明義務を負うこととし

ております。

ⅴ)上記ⅳ)の報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを受けないことを確保するた

めの体制

  当社は、当社の監査委員会へ報告を行った者に対し、当該報告を行ったことを理由として不利な取扱い

を行うことを禁止することとします。

ⅵ)当社の監査委員の職務の執行について生ずる費用または債務の前払または償還の手続その他の処理に係

る方針に関する事項

  監査委員が、その職務の執行について生ずる費用の前払いまたは償還等の請求をしたときは、当該監査

委員の職務の執行に必要でないと認められた場合を除き、速やかに当該費用または債務を処理すること

とします。

　　ⅶ)その他監査委員会の監査が実効的に行われることを確保するための体制

(ⅰ) 監査委員会は、執行役及び重要な使用人から定期的に事業の状況について聴取を実施する機会を設け

ると共に、代表執行役、会計監査人とそれぞれ定期的な意見交換を行う機会を設けることとしており

ます。

(ⅱ) 専門性を要する案件については、必要に応じ顧問弁護士、会計監査人に意見を求めることとしており

ます。

(ⅲ) 監査委員会は、会計監査人から監査計画を事前に受領し、定期的に監査実施報告を受領するほか、必

要に応じて監査実施状況の聴取を行います。また、会計監査人との監査契約は、監査委員会の事前承

認を必要とすることとしております。

(ⅳ) 内部管理部門は、内部通報窓口への通報状況とその処理の状況を定期的に監査委員会に報告すること

とします。また、内部通報窓口への通報内容が監査委員会の職務の執行に必要な範囲に係る場合及び

通報者が監査委員会への通報を希望する場合は速やかに監査委員会に通知することとします。

 

ｉ．リスク管理体制

当社では、「リスク管理規則」に基づき業務における会社内外の様々なリスクを迅速かつ正確に把握し、

合理的かつ最適な方法で統合的リスクおよび危機を管理する体制を設けております。

ⅰ) 代表執行役の諮問機関としてリスク管理委員会を設置し、会社全体のリスク事象の把握および顕在化

したリスク事象に対する評価・対応の確認等統合的なリスク管理を行っております。なお、リスクの

重要性に応じて、取締役会にリスク管理に関する状況を報告する仕組みとなっております。

ⅱ) 当社の危機管理体制としては、事業継続計画に基づき、定期的に訓練を実施することにより、円滑な

事業継続、事業復旧のために必要な措置を講じる体制を整えております。

 

 
④　内部統制システムの運用状況

当社では、業務の適正を確保するための体制に関する基本方針に基づいて、体制の整備とその適切な運用に
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努めております。

ａ．コンプライアンスに対する取組みの状況

ⅰ) 当社の役職員全員を対象としたコンプライアンス研修を実施しております。

ⅱ) 社内規定に基づき内部通報制度を構築しております。

ⅲ) 内部監査につきましては、取締役会で承認された内部監査計画に基づき、内部監査部門(４名)が実施

しております。

 

ｂ．職務執行の適正及び効率性の確保に対する取組みの状況

ⅰ) 執行役会は、執行役６名と業務役員８名で構成されております。執行役会では、重要事項について多

面的な検討、審議を行っております。

ⅱ) 執行役会にて審議、合意形成を行うことで、取締役会における意思決定の迅速化・効率化を図ってお

ります。なお、当期に開催された執行役会のうち、重要事項については、「決裁規則」に定められた

規程に則って決裁文書が起案・審議され、承認されています。また、その記録は、「文書取扱・保

管・廃棄細則」に基づき、保管・管理されております。

 

ｃ．リスク管理及び危機管理に対する取組みの状況

ⅰ) 当社のリスク管理については、リスク管理部が「リスク管理規則」に基づき、統合的リスク管理を

行っております。

ⅱ) 新規の商品の取扱い及び新規の業務の開始その他、リスクを伴う業務の執行にあたっては、新商品委

員会を経て、取締役会への付議を適切に行っております。

ⅲ) 各リスク管理部門は、リスクのモニタリングを定期的に実施することにより、リスク管理の徹底を図

り、リスク管理委員会においてリスク担当の管掌役員が統合的にリスクの発生やその対応状況等につ

いて報告しております。

ⅳ) リスク管理委員会は、代表執行役、執行役、業務役員、内部管理部門関連の部長で構成され、会社全

体のリスク事象の把握及び顕在化したリスク事象に対する評価・対応の確認を行い、将来的に予見さ

れるリスクについて回避・軽減策を検討し、重大なリスク顕在化後には、全社的な対応策の検討をし

ます。同委員会は、１か月に１回定期的に開催しております。

ⅴ) 当社の危機管理については、自然災害、内部又は外部に起因するシステム障害、人為的な災害、パン

デミック等が発生した場合を想定して、事業継続計画(包括BCP：Business Contingency Plan)を策定

し、定期的に訓練を実施しております。

 

ｄ．セキュリティ管理に関する取組みの状況

当社は、情報資産の保護に関する会社の基本方針(セキュリティポリシー)に基づき、情報資産の保護のた

めに注力しております。組織として、セキュリティ管理本部を設置し、セキュリティ管理本部長のもと情報

資産の適切な利用と保護および社員のセキュリティに関する教育に努めております。

また、セキュリティ管理の適正維持の観点より、原則年１回外部の監査法人によるシステム監査を受けて

おります。

さらに、一般財団法人日本情報経済社会推進協会よりプライバシーマークを取得し、個人情報保護方針の

もとに個人情報保護の管理・運営を徹底しており、今後も向上を図って参ります。

 
⑤　取締役の定数

当社に取締役８名以内を置く旨定款に定めております。
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⑥　取締役の選任の決議要件

当社の取締役の選任は株主総会の決議をもって行い、当該決議については、議決権を行使することができる

株主の議決権の３分の１以上を有する株主の出席を要し、その議決権の過半数をもって行う旨及び取締役の選

任の決議については、累積投票の方法によらない旨を定款に定めております。

 

⑦　役員の報酬

社外取締役　 ５名　　　6,000千円

執行役　　 　13名　　269,840千円

（注）執行役の報酬には、社内取締役を兼任する者（２名）に対して支給された社内取締役としての報酬を

含んでおります。

 
⑧　取締役の責任免除及び責任限定契約の内容の概要

当社は、取締役会の決議をもって、取締役(取締役であったものを含む。)の会社法第423条第１項の賠償責任

について法令に定める要件に該当する場合には賠償責任額から法令に定める最低責任限度額を控除して得た額

を限度として免除することができる旨を定款に定めております。

また、当社は、社外取締役との間で、会社法第423条第１項の賠償責任について、法令に定める要件に該当す

る場合には賠償責任額を限定する契約を締結することができる(ただし、当該契約に基づく賠償責任の限度額は

金500万円以上であらかじめ定めた金額と法令の定める最低責任限度額とのいずれか高い額とする)旨を定款に

定めております。

また、当社は、会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結、更新

しております。被保険者が会社の役員としての業務につき行った行為(不作為を含む。)に起因して損害賠償請

求がなされたことにより、被保険者が被る損害賠償金や争訟費用、緊急費用等を当該保険契約により填補する

こととしております。保険料は全額当社が負担しております。なお、贈収賄などの犯罪行為や意図的に違法行

為を行った役員自身の損害等は補償対象外とすることにより、役員等の職務の執行の適正性が損なわれないよ

うに措置を講じております。

 

⑨　株主総会決議事項を取締役会で決議することができることとした事項

イ．剰余金の配当の決定機関

当社は、会社法第459条第１項各号に定める事項について、法令に別段の定めがある場合を除き、株主総会

の決議によらず取締役会の決議により定める旨を定款に定めております。これは、剰余金の配当等を取締役

会の権限とすることにより、株主への機動的な利益還元を可能にするためであります。

 

ロ．取締役及び執行役の責任免除

当社は、取締役及び執行役が、職務の遂行にあたり期待される役割を十分に発揮できるようにするため、

会社法第426条第１項の規定により、取締役会の決議によって、取締役(取締役であった者も含む。)及び執行

役(執行役であった者も含む。)の会社法第423条第１項の責任を、法令の限度において免除することができる

旨を定款に定めております。

 

⑩　株主総会の特別決議要件

当社では、株主総会の円滑な運営を行うことを目的として、会社法第309条第２項に定める特別決議につい

て、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主が出席し、その議決権の３分の

２以上に当たる多数をもって行う旨を定款に定めております。

 

EDINET提出書類

日本住宅ローン株式会社(E32969)

有価証券報告書

34/85



 

 

⑪　取締役会の活動状況

当事業年度において当社は取締役会を12回開催しており、個々の取締役の出席状況については次のとおりで

あります。

氏名 開催回数 出席回数

安藤　直広 12 12

川畑　弘幸 12 12

山田　裕次 12 12

清水　和佳 12 12

小原　正嗣 12 12

戸張　博次 12 12

加藤　教幸 12 12
 

当社の取締役会は、執行役への一定の権限委譲を行うと共に、モニタリング機能をさらに強化することで、

経営陣による適切なリスクテイクと迅速かつ果断な意思決定を促していきます。特に、人的資本を含む経営資

源や戦略の実行が、経営陣により適切に行われていることを実効的に監督していきます。また、リスク・危機

管理体制を始めとした内部統制体制の整備が取締役会の責務であることを認識し、これらの体制を適切に構

築・運用していきます。

当事業年度の取締役会においては、新商品の導入やメディア戦略について個別に検討を行ったほか、執行役

からの執行報告を定期的に行っています。

 
⑫　指名委員会の活動状況

指名委員会は、取締役の選任及び解任の際に、その適正さにつき審議し、取締役会に報告をしております。

指名委員会は、指名委員５名で構成されています。独立した客観的な視点を取り入れるため、社外取締役だ

けで構成し、委員長は互選により選出しております。

当事業年度において、当社は指名委員会を２回開催しており、個々の指名委員の出席状況については次のと

おりであります。

氏名 開催回数 出席回数

川畑　弘幸 ２ ２

山田　裕次 ２ ２

清水　和佳 ２ ２

小原　正嗣 ２ ２

戸張　博次 ２ ２
 

当事業年度の指名委員会においては、株主総会に提出する取締役の選任及び解任に関する議案の内容につい

て、候補者の略歴等を参照しながら審議を行いました。

 
⑬　報酬委員会の活動状況

取締役及び執行役の報酬制度や報酬水準については、個人別の報酬内容を含め、決定プロセスの客観性・透

明性を確保する観点から、報酬委員会において審議しております。

報酬委員会は、報酬委員５名で構成されています。独立した客観的な視点を取り入れるため、社外取締役だ

けで構成し、委員長は互選により選出しております。

当事業年度において当社は報酬委員会を２回開催しており、個々の報酬委員の出席状況については次のとお

りであります。

氏名 開催回数 出席回数

川畑　弘幸 ２ ２

山田　裕次 ２ ２

清水　和佳 ２ ２

小原　正嗣 ２ ２

戸張　博次 ２ ２
 

当事業年度の報酬委員会においては、取締役及び執行役が受ける個人別の報酬等の内容について、課題や検

討項目の洗い出しを行い、意見交換を実施のうえ審議しました。
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(2) 【役員の状況】

①　役員一覧

男性　17名　女性　２名　(役員のうち女性の比率10.5％)

ａ．取締役の状況

 

役職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有
株式数
(株)

取締役 安藤 直広
1966年
10月14日生

1989年４月 株式会社日本興業銀行　入行

2002年４月 メリルリンチ日本証券株式会社　入社

2004年１月 同社　投資銀行部門　債券資本市場部　ディ

レクター

2006年６月 当社　入社

2006年６月 当社　代表執行役最高執行責任者

2008年６月 当社　取締役　兼　代表執行役社長(現任)

(注)２ ―

取締役 藤田 徹
1967年
12月１日生

1991年４月 株式会社三和銀行　入行

2017年６月 株式会社三菱ＵＦＪフィナンシャル・グルー

プ　執行役員　財務企画部　ＣＦＯ室長

2018年５月 同社　執行役員　コンプライアンス統括部長

兼　株式会社三菱ＵＦＪ銀行　執行役員　コ

ンプライアンス統括部長

2020年４月 三菱ＵＦＪニコス株式会社　常務執行役員

2021年６月 同社　取締役　兼　常務執行役員

2022年６月 積水ハウス株式会社　入社

執行役員　経理・財務担当

2023年２月 同社　執行役員　経理担当　財務部長(現任)

2023年６月 当社　取締役(現任)

(注)２ ―

取締役 山田 裕次
1960年
７月４日生

1983年４月 大和ハウス工業株式会社　入社

2005年４月 同社　横浜支店　管理部部長

2008年４月 同社　東京支社　経理部部長

2011年６月 大和ハウス・アセットマネジメント株式会

社　代表取締役社長

2014年４月 大和ハウス工業株式会社　執行役員　財務部

長　兼　ＩＲ室長　

2014年６月 当社　取締役(現任)

2016年４月 大和ハウス工業株式会社　上席執行役員　財

務部長　兼　ＩＲ室長

2019年４月 同社　常務執行役員　財務部長　兼　ＩＲ室

長(現任)

(注)２ ―

取締役 清水 和佳
1963年
12月１日生

1986年４月 住友林業株式会社　入社

2003年４月 同社　情報システム部　チームマネージャー

2008年４月 同社　内部監査室　マネージャー

2012年４月 住友林業アーキテクノ株式会社　取締役

2015年４月 住友林業株式会社　内部監査室　グループマ

ネージャー

2016年４月 同社　内部監査室長

2022年１月 同社　住宅・建築事業本部　住宅企画部長

兼　宏栄興産株式会社　代表取締役社長

2022年１月 当社　取締役(現任)

2023年１月 住友林業株式会社　住宅事業本部　住宅企画

部長（現任）

(注)２ ―
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役職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有
株式数
(株)

取締役 小原 正嗣
1971年
３月３日生

1993年４月 積水化学工業株式会社　入社

2007年７月 同社　住宅カンパニー　企画管理部

2012年４月 セキスイハイムビジネスサポート株式会社　

出向

2015年11月 積水化学工業株式会社　住宅カンパニー　経

営管理部

2016年４月 同社　住宅カンパニー 経営管理部　管理グ

ループ長

2018年１月 当社　取締役(現任)

2021年４月 積水化学工業株式会社　住宅カンパニー　経

営管理統括部　経営管理部　部長

2023年４月 同社　住宅カンパニー　経営管理部　管理部

長（現任）

(注)２ ―

取締役 戸張 博次
1961年
３月24日生

1983年４月 日立リース株式会社(現 三菱ＨＣキャピタル

株式会社)　入社

2005年９月 日立キャピタル株式会社(現 三菱ＨＣキャピ

タル株式会社)　本社第一営業本部　営業第三

部長

2012年10月 同社　法人事業本部　関西法人支店長

2014年４月 同社　法人事業本部　副本部長

2015年４月 同社　法人事業本部　海外営業部長シンガ

ポール駐在

2015年６月 同社　法人事業本部　海外営業部長シンガ

ポール駐在　兼　グローバル地域業務本部　

ベトナム駐在事務所長

2016年10月 同社　営業統括本部 企画本部 グループ会

社部長

2018年４月 当社　取締役(現任)

2020年４月 日立キャピタル株式会社(現 三菱ＨＣキャピ

タル株式会社)　経営戦略本部　国内グループ

会社部長

2021年４月 三菱ＨＣキャピタル株式会社　事業統括本

部　事業企画本部　国内グループ会社部

2022年４月 同社　営業統括本部　国内グループ会社部　

参事(現任)

(注)２ ―

取締役 加藤 教幸
1967年
６月14日生 

1991年４月 株式会社興銀情報開発センター　入社

2000年10月 アクサニチダン生命保険株式会社　入社

2003年９月 当社　入社

2006年６月 当社　執行役ＣＩＯ

2020年３月 当社　取締役　兼　執行役ＣＩＯ

2021年４月 当社　取締役　兼　執行役(現任)

(注)２ ―

計 ―
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(注) １．取締役　藤田徹、山田裕次、清水和佳、小原正嗣、戸張博次は社外取締役であります。

２．取締役の任期は2023年３月期にかかる定時株主総会終結の時から2024年３月期にかかる定時株主総会終結の

時までであります。

３．2023年６月27日をもって、川畑弘幸が任期満了により取締役を退任し、藤田徹が取締役に就任しておりま

す。

４．当社は指名委員会等設置会社であり、各委員会は次の取締役により組織されています。

指名委員会 委員長 山田 裕次

 委員 藤田 徹

 委員 清水 和佳

 委員 小原 正嗣

 委員 戸張 博次

   
監査委員会 委員長 小原 正嗣

 委員 藤田 徹

 委員 山田 裕次

 委員 清水 和佳

 委員 戸張 博次

   
報酬委員会 委員長 藤田 徹

 委員 山田 裕次

 委員 清水 和佳

 委員 小原 正嗣

 委員 戸張 博次
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ｂ．執行役の状況

 

役職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有
株式数
(株)

代表執行役
社長

安藤 直広
1966年
10月14日生

1989年４月 株式会社日本興業銀行　入行

2002年４月 メリルリンチ日本証券株式会社 入社

2004年１月 同社　投資銀行部門　債券資本市場部　ディレク

ター

2006年６月 当社　入社

2006年６月 当社　代表執行役最高執行責任者

2008年６月 当社　取締役　兼　代表執行役社長(現任)

(注)
１

―

常務執行役
営業一部長

佐藤　真
1964年
９月28日生

1987年４月 積水ハウス株式会社　入社

1994年４月 同社　つくば支店　店長

2005年８月 同社　つくば支店　シャーウッド営業所支店　営業

所長

2006年２月 同社　つくば支店　営業次長

2007年４月 同社　常葉シャーメゾン支店　支店長

2009年２月 同社　千葉西支店　支店長

2012年２月 同社　宇都宮支店　営業次長

2014年８月 同社　北関東営業本部

2016年６月 同社　小山支店　支店長

2018年８月 同社　TKC事業部

2022年１月 当社に出向　常務執行役(現任)

(注)
１

―

常務執行役
営業二部長

清野　眞
1960年
12月26日生

1983年４月 大和ハウス工業株式会社　入社

1996年10月 同社　埼玉住宅営業所長

2003年４月 同社　仙台住宅営業所長

2004年10月 同社　福岡住宅営業所長

2006年10月 同社　船橋住宅営業所長

2008年10月 同社　営業推進部　東京金融第一営業推進室次長

2009年４月 同社　札幌住宅営業所長

2011年４月 当社に出向　常務執行役(現任)

(注)
１

―

常務執行役
営業三部長

南　周逸
1960年
９月８日生

1983年４月 住友林業株式会社　入社

1999年６月 同社　住宅本部　東京住宅営業部　城南店長

2005年４月 同社　住宅本部　多摩支店長

2008年４月 当社に出向　常務執行役(現任)

(注)
１

―

常務執行役
営業四部長

矢部 賢一
1971年
11月16日生
 

1994年４月 積水化学工業株式会社　入社

2000年10月 東京セキスイハイム株式会社　出向　多摩営業所

2007年10月 同社　移籍　東京支店　特販営業所　法人２店

2013年４月 同社　第１営業本部　特販支店　法人営業所長

2017年４月  積水化学工業株式会社　復籍

 住宅カンパニー　住宅営業統括部　住宅営業部

2020年10月 同社　住宅カンパニー　住宅事業統括部　首都圏推

進部長

2021年７月 セキスイハイム中部株式会社　移籍

営業統括部　分譲企画部

2022年10月 積水化学工業株式会社　復籍

当社に出向　常務執行役(現任)

(注)
１

―

執行役 加藤 教幸
1967年
６月14日生

1991年４月 株式会社興銀情報開発センター　入社

2000年10月 アクサニチダン生命保険株式会社　入社

2003年９月 当社　入社

2006年６月 当社　執行役ＣＩＯ

2020年３月 当社　取締役　兼　執行役ＣＩＯ

2021年４月 当社　取締役　兼　執行役(現任)

(注)
１

―
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役職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有
株式数
(株)

 

業務役員 高橋 直樹
1970年
２月16日生

1993年４月 株式会社千葉銀行　入行

2003年４月 アリコ・ジャパン　入社

2005年１月 当社　入社

2013年７月 当社　業務役員

2017年１月 当社　業務役員(執行役)(現任)

(注)１ ―

業務役員 尾﨑 琢磨
1965年
10月１日生

1988年４月 株式会社大和銀行　入行

2004年10月 新生プロパティファイナンス株式会社　入社

2009年４月 当社　入社

2013年７月 当社　業務役員

2017年１月 当社　業務役員(執行役)(現任)

(注)
１

―

業務役員 天部 雅和
1967年
５月19日生

1991年４月 株式会社三和銀行　入行

2000年１月 三和証券株式会社　出向　

2007年１月 モルガン・スタンレー証券株式会社　入社

2011年４月 当社　入社

2013年７月 当社　業務役員

2017年１月 当社　業務役員(執行役)(現任)

(注)

１
―

業務役員 原田 秀彦
1964年
７月30日生

1988年４月 明光証券株式会社　入社

1992年４月 友添総合法律事務所　入所

1995年２月 株式会社クオーク　入社

2009年１月 当社　入社

2019年６月 当社　業務役員(執行役)(現任)

(注)

１
―

業務役員 眞下 美津子
1965年
１月５日生

1988年４月 オリエント・リース株式会社　入社

2005年９月 スタンダード・アンド・プアーズ　入社

2012年２月 当社　入社

2019年６月 当社　業務役員(執行役)(現任)

(注)

１
―

業務役員 榎本　令
1972年
６月15日生

1996年４月 株式会社富士銀行　入行

2001年１月 株式会社ワイズ・グループ　入社

2005年８月 当社　入社

2013年７月 当社　業務役員

2017年１月 当社　業務役員(執行役)

2021年６月 当社　システム開発部

2022年６月 当社　業務役員(執行役)(現任)

(注)

１
―

業務役員 坂本 由香
1977年
６月６日生

1998年４月 東洋信託銀行株式会社　入社

2003年12月 テンプスタッフ株式会社　入社

2005年９月 SBIモーゲージ株式会社　入社

2008年２月 当社　入社

2023年６月 当社　業務役員(執行役)(現任)

(注)

１
―

業務役員 安永 直人
1980年
６月７日生

2003年４月 株式会社千葉興業銀行　入行

2008年６月 当社　入社

2023年６月 当社　業務役員(執行役)(現任)

(注)

１
―

計 ―
 

注) １．当該執行役の任期は、2023年３月期にかかる定時株主総会終結後、最初に開催された取締役会の終結の時か

ら2024年３月期にかかる定時株主総会終結後、最初に開催される取締役会の終結の時までです。

 
②　社外役員の状況

当社は、積水ハウス株式会社・大和ハウス工業株式会社と三菱ＨＣキャピタル株式会社（旧商号：日立キャピタ

ル株式会社）の共同出資により設立され、約１年後に住友林業株式会社・積水化学工業株式会社も資本参加し、本

報告書提出日現在、当社の議決権をそれぞれ26％、26％、10％、19％、19％保有しており、各社は当社に非常勤取

締役を１名ずつ派遣しております。当社と大株主各社は事業上の協力関係にあり、積水ハウス株式会社・大和ハウ

ス工業株式会社・住友林業株式会社・積水化学工業株式会社は、住宅ローン利用希望者の委託を受け、当社へ申込

の取次を行っております。また、三菱ＨＣキャピタル株式会社には当社が受託した債権および当社の債権について

回収代行を委託しております。社外取締役と提出会社との間に、人的関係、資本関係または取引関係その他の利害

関係はありません。
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(3) 【監査の状況】

①　監査委員会監査の状況

　当社の監査委員会は、取締役会の審議及び報告事項や監査法人からの会計監査報告等を通じて、取締役及び

執行役の職務執行を監査しております。監査委員会は、取締役および執行役の職務の執行を監査するととも

に、監査に関する重要な事項について決議を行っております。

　監査委員会は、監査委員５名で構成されています。独立した客観的な視点を取り入れるため、社外取締役だ

けで構成し、委員長は互選により選出しております。

当事業年度において当社は定時監査委員会を隔月に１回以上開催し、都度臨時の監査委員会も開催してお

り、個々の監査委員の出席状況については次のとおりであります。

氏名 開催回数 出席回数

川畑　弘幸 11 11

山田　裕次 11 11

清水　和佳 11 11

小原　正嗣 11 11

戸張　博次 11 11
 

 
監査委員会における主な検討事項は、以下のとおりであります。

a. 監査の方針・計画

b. 内部統制の整備及び運用状況

c. 会計監査人の監査の実施状況及び職務の執行状況

 
当事業年度の監査委員会では、定期的に執行役からの執行報告を受けるほか、監査報告書の作成、会計監査

人の再任・監査報酬等について、審議を行いました。

 
監査委員の活動は、以下のとおりであります。

a. 取締役会その他重要な会議への出席

b. 各責任者からの業務報告、営業及び決算の状況の聴取

c. 業績並びに業務、財産の保全・コンプライアンスの状況等について報告の聴取

d. 重要な決裁文書、各種議事録の閲覧、説明聴取

e. 競業取引、利益相反取引、無償の利益供与、非通例的取引の有無、承認手続きの確認

f. 会計監査人に監査計画並びに実施状況、結果報告の聴取

 
②　内部監査の状況

 　当社の内部監査部は、当社の業務が正確、正当、適法、かつ合理的に処理されているかどうかを監査し、

当該業務運営の現状を明らかにして、業務の改善及び業務の向上に資することを目的としております。内部

監査部は、独立性を確保した内部監査を実施するため、代表執行役直属の組織となっております。また、監

査の信頼性・実効性を確保するため、代表執行役のみならず監査委員会にも直接報告を行う仕組み（デュア

ルレポーティングライン）を構築しており、定期的に監査委員会に内部監査の結果を報告しております。監

査委員会と会計監査人の相互連携につきましては、会計監査人より監査委員会に対し監査の概要、監査結果

等の報告が行われ、必要に応じて内部監査及び会計監査と相互連携を行うこととしております。

 

 ③　会計監査の状況

　ａ．監査法人の名称

　　ＥＹ新日本有限責任監査法人

 ｂ．継続監査期間

  　2003年７月以降
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　ｃ．業務を執行した公認会計士

所属監査法人 氏名

ＥＹ新日本有限責任監査法人
指定有限責任社員　業務執行社員
福村　寛

ＥＹ新日本有限責任監査法人
指定有限責任社員　業務執行社員
河村　剛

 

 
　　　　ｄ．会計監査業務に係る補助者の構成

公認会計士 ４名

その他 ９名
 

なお、通常の監査以外にも会計上や内部統制上の課題等に関して随時アドバイスを受けております。

 

 e ．監査法人の選定方針と理由

　監査委員会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要があると判断した場合は、会計

監査人の解任又は不再任に関する議案の内容を決定します。

　また、監査委員会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると認められる場合

は、会計監査人を解任いたします。この場合、監査委員会が選定した監査委員は、解任後最初に招集され

る株主総会において、会計監査人を解任した旨と解任理由を報告いたします。

　ＥＹ新日本有限責任監査法人を会計監査人として選定した理由は、独立性及び専門性、品質管理体制、

監査報酬等を総合的に勘案した結果、適任と判断したためであります。

 

　　　④　監査報酬の内容等

　　　　ａ．監査公認会計士等に対する報酬の内容

区分

前事業年度 当事業年度

監査証明業務に
基づく報酬(千円)

非監査業務に
基づく報酬(千円)

監査証明業務に
基づく報酬(千円)

非監査業務に
基づく報酬(千円)

提出会社 20,000 1,694 20,000 ―

計 20,000 1,694 20,000 ―
 

前事業年度における非監査業務の内容は、コンフォートレター作成業務等であります。

 

　　ｂ．監査公認会計士等と同一のネットワーク（Ernst&Young）に対する報酬（a.を除く）

　　　該当事項はありません。

 
　　ｃ．その他の重要な監査証明業務に基づく報酬の内容

　　　該当事項はありません。

 
　　ｄ．監査報酬の決定方針

当社の監査公認会計士等に対する監査報酬は、監査日数・規模・特性等を勘案した上で決定しておりま

す。

 
e ．会計監査人の報酬等に監査委員会が同意した理由

監査委員会は、会計監査人の監査計画の内容、会計監査の職務遂行状況及び報酬見積りの算出根拠等を

確認し、検討した結果、会計監査人の報酬等につき、会社法第399条第３項の同意を行っております。
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(4) 【役員の報酬等】

 該当事項はありません。

 
(5) 【株式の保有状況】

  該当事項はありません。
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第５ 【経理の状況】

 

１．財務諸表の作成方法について

当社の財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和38年大蔵省令第59号)及び「特定

金融会社等の会計の整理に関する内閣府令」(平成11年５月19日総理府・大蔵省令第32号)に基づいて作成しておりま

す。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、事業年度(2022年４月１日から2023年３月31日まで)の

財務諸表について、ＥＹ新日本有限責任監査法人により監査を受けております。

 

３．連結財務諸表について

当社には子会社がありませんので、連結財務諸表は作成しておりません。

 

４．財務諸表等の適正性を確保するための特段の取組みについて

当社は、財務諸表等の適正性を確保するための特段の取組みを行っております。具体的には、会計基準等の内容を

適切に把握し、財務諸表等を適切に作成できる体制を整備するため、適切な人員の確保、会計専門書の購読により、

積極的に専門知識の蓄積や情報収集活動に努めております。
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１ 【財務諸表等】

(1) 【財務諸表】

① 【貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(2022年３月31日)
当事業年度

(2023年３月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 8,310,132 8,034,741

  営業貸付金 ※３,※４  36,344,770 ※３,※４  87,423,261

  営業立替金 ※１  42,292,720 ※１  51,520,030

  有価証券 - 199,950

  未収収益 1,645,251 1,783,027

  未収入金 8,209,452 7,541,855

  貯蔵品 46 295

  前払費用 144,103 142,709

  貸倒引当金 △18,560 △69,146

  流動資産合計 96,927,917 156,576,724

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物 96,731 97,681

    減価償却累計額 △16,283 △23,781

    建物（純額） 80,448 73,899

   工具、器具及び備品 277,957 282,383

    減価償却累計額 △199,748 △224,066

    工具、器具及び備品（純額） 78,209 58,317

   建設仮勘定 630 1,890

   有形固定資産合計 159,287 134,106

  無形固定資産   

   ソフトウエア 2,616,317 3,433,916

   ソフトウエア仮勘定 1,547,493 1,283,340

   その他 2,098 1,700

   無形固定資産合計 4,165,910 4,718,958

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,758,922 1,639,450

   破産更生債権等 ※３  6,890 ※３  10,519

   長期未収収益 9,321,260 9,670,345

   長期前払費用 5,348 10,531

   差入保証金 199,172 196,159

   その他 38,036 37,237

   貸倒引当金 △2,890 △10,519

   投資その他の資産合計 11,326,739 11,553,724

  固定資産合計 15,651,938 16,406,789

 資産合計 112,579,855 172,983,513
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(2022年３月31日)
当事業年度

(2023年３月31日)

負債の部   

 流動負債   

  短期借入金 ※１,※２  55,369,460 ※１,※２  88,132,360

  1年内償還予定の社債 - 3,000,000

  1年内返済予定の長期借入金 - 500,000

  コマーシャル・ペーパー 14,999,981 39,997,751

  未払金 584,200 575,565

  未払費用 322,675 388,447

  未払法人税等 179,062 709,224

  前受金 2,178,648 3,502,901

  預り金 2,682,212 2,792,368

  前受収益 441,448 413,339

  その他 20,073 6,791

  流動負債合計 76,777,762 140,018,750

 固定負債   

  社債 8,000,000 5,000,000

  長期借入金 10,000,000 9,500,000

  繰延税金負債 1,321,555 990,242

  退職給付引当金 322,930 345,015

  役員退職慰労引当金 155,247 165,247

  長期前受収益 3,071,014 3,008,412

  固定負債合計 22,870,747 19,008,916

 負債合計 99,648,509 159,027,666

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,000,000 1,000,000

  資本剰余金   

   資本準備金 1,000,000 1,000,000

   資本剰余金合計 1,000,000 1,000,000

  利益剰余金   

   その他利益剰余金   

    別途積立金 2,023,700 2,023,700

    繰越利益剰余金 8,454,331 9,471,996

   利益剰余金合計 10,478,031 11,495,696

  株主資本合計 12,478,031 13,495,696

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 453,313 460,150

  評価・換算差額等合計 453,313 460,150

 純資産合計 12,931,345 13,955,847

負債純資産合計 112,579,855 172,983,513
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② 【損益計算書】

           (単位：千円)

          前事業年度
(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

当事業年度
(自 2022年４月１日
　至 2023年３月31日)

営業収益   

 受取手数料 5,094,870 5,533,134

 営業貸付金利息 606,251 714,012

 その他の金融収益 1,367,510 1,615,663

 その他の営業収益 233,151 586,831

 営業収益合計 ※１  7,301,783 ※１  8,449,642

営業費用   

 販売費及び一般管理費 ※２  4,387,546 ※２  4,691,988

 金融費用 ※３  1,879,461 ※３  1,871,253

 その他の営業費用 92,518 237,123

 営業費用合計 6,359,527 6,800,365

営業利益 942,256 1,649,276

営業外収益   

 雑収入 2,368 722

 営業外収益合計 2,368 722

営業外費用   

 雑損失 34,188 906

 営業外費用合計 34,188 906

経常利益 910,436 1,649,092

税引前当期純利益 910,436 1,649,092

法人税、住民税及び事業税 344,470 839,159

法人税等調整額 △67,484 △334,330

法人税等合計 276,985 504,828

当期純利益 633,450 1,144,264
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③ 【株主資本等変動計算書】

前事業年度(自　2021年４月１日　至　2022年３月31日)

 (単位：千円)

 

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本合計
資本準備金

資本剰余金

合計

その他利益剰余金
利益剰余金

合計別途積立金
繰越利益

剰余金

当期首残高 1,000,000 1,000,000 1,000,000 2,023,700 8,099,081 10,122,781 12,122,781

当期変動額        

剰余金の配当     △278,200 △278,200 △278,200

当期純利益     633,450 633,450 633,450

別途積立金の積立    - - - -

株主資本以外の項目

の当期変動額（純

額）

       

当期変動額合計 - - - - 355,250 355,250 355,250

当期末残高 1,000,000 1,000,000 1,000,000 2,023,700 8,454,331 10,478,031 12,478,031
 

 

 

評価・換算差額等

純資産合計その他

有価証券

評価差額金

評価・換算

差額等合計

当期首残高 524,992 524,992 12,647,773

当期変動額    

剰余金の配当   △278,200

当期純利益   633,450

別途積立金の積立   -

株主資本以外の項目

の当期変動額（純

額）

△71,678 △71,678 △71,678

当期変動額合計 △71,678 △71,678 283,572

当期末残高 453,313 453,313 12,931,345
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当事業年度(自　2022年４月１日　至　2023年３月31日)

 (単位：千円)

 

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本合計
資本準備金

資本剰余金

合計

その他利益剰余金
利益剰余金

合計別途積立金
繰越利益

剰余金

当期首残高 1,000,000 1,000,000 1,000,000 2,023,700 8,454,331 10,478,031 12,478,031

当期変動額        

剰余金の配当     △126,600 △126,600 △126,600

当期純利益     1,144,264 1,144,264 1,144,264

別途積立金の積立    - - - -

株主資本以外の項目

の当期変動額（純

額）

       

当期変動額合計 - - - - 1,017,664 1,017,664 1,017,664

当期末残高 1,000,000 1,000,000 1,000,000 2,023,700 9,471,996 11,495,696 13,495,696
 

 

 

評価・換算差額等

純資産合計その他

有価証券

評価差額金

評価・換算

差額等合計

当期首残高 453,313 453,313 12,931,345

当期変動額    

剰余金の配当   △126,600

当期純利益   1,144,264

別途積立金の積立   -

株主資本以外の項目

の当期変動額（純

額）

6,837 6,837 6,837

当期変動額合計 6,837 6,837 1,024,501

当期末残高 460,150 460,150 13,955,847
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④ 【キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前事業年度
(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

当事業年度
(自 2022年４月１日
　至 2023年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税引前当期純利益 910,436 1,649,092

 減価償却費 635,129 867,588

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 7,339 58,214

 退職給付引当金の増減額（△は減少） 35,885 22,085

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 10,000 10,000

 受取利息及び受取配当金 △1,973,762 △2,329,675

 支払利息及び社債利息 207,980 196,663

 社債発行費 31,444 -

 営業貸付金の増減額（△は増加） △77,790,556 △96,131,600

 営業立替金の増減額（△は増加） △4,795,800 △9,227,310

 未収収益の増減額（△は増加） △127,023 △72,085

 未収入金の増減額（△は増加） 2,719,229 667,596

 長期未収収益の増減額（△は増加） △846,131 △349,085

 未払金の増減額（△は減少） △187,868 118,026

 未払費用の増減額（△は減少） 56,652 65,106

 前受収益の増減額（△は減少） △12,590 △28,109

 前受金の増減額（△は減少） 1,095,086 1,324,252

 預り金の増減額（△は減少） 312,050 58,245

 長期前受収益の増減額（△は減少） △39,249 △62,602

 その他の流動資産の増減額（△は増加） △16,176 1,145

 その他の流動負債の増減額（△は減少） △7,245 △13,282

 その他 △329,289 36,934

 小計 △80,104,458 △103,138,797

 利息及び配当金の受取額 1,948,438 2,322,942

 利息の支払額 △211,313 △195,998

 法人税等の支払額 △410,019 △329,967

 営業活動によるキャッシュ・フロー △78,777,353 △101,341,820

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有価証券の売却及び償還による収入 200,000 -

 有形固定資産の取得による支出 △37,375 △25,966

 無形固定資産の取得による支出 △2,129,366 △1,513,428

 投資有価証券の取得による支出 △54,060 △125,383

 投資有価証券の売却及び償還による収入 76,496,564 45,097,194

 差入保証金の差入による支出 △5,638 △56

 会員権の取得による支出 △7,350 -

 投資活動によるキャッシュ・フロー 74,462,774 43,432,359

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 2,331,510 32,762,900

 コマーシャル・ペーパーの純増減額（△は減少） 10,000,021 24,997,770

 長期借入れによる収入 4,500,000 -

 長期借入金の返済による支出 △11,500,000 -

 社債の発行による収入 4,968,555 -

 社債の償還による支出 △7,000,000 -

 配当金の支払額 △278,200 △126,600

 財務活動によるキャッシュ・フロー 3,021,886 57,634,070

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,292,691 △275,390

現金及び現金同等物の期首残高 9,602,823 8,310,132

現金及び現金同等物の期末残高 ※1  8,310,132 ※1  8,034,741
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【注記事項】

(重要な会計方針)

１．有価証券の評価基準及び評価方法

(1)満期保有目的の債券

　　 　償却原価法（定額法）

(2) その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの

時価法

(評価差額は、全部純資産直入法により処理し、売却原価は、移動平均法により算定)

 

２．固定資産の減価償却の方法

(1) 有形固定資産

定率法を採用しております。ただし、1998年４月１日以降に取得した建物(建物附属設備を除く)並びに2016年４

月１日以降に取得した建物附属設備については、定額法を採用しております。

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物 ６年～50年

工具、器具及び備品 ３年～20年
 

 

(2) 無形固定資産

定額法を採用しております。

なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間(５年)に基づいております。

 

３．引当金の計上基準

(1) 貸倒引当金

営業貸付金等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権につ

いては個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

 

(2) 退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、退職給付引当金及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る期末自己都合要支

給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。

 

(3) 役員退職慰労引当金

役員の退職慰労金の支出に備えるため、役員退職慰労金規程に基づく期末要支給額を計上しております。

 

４．繰延資産の処理方法　

　社債発行費については、支出時に全額費用として処理しております。

 
５．収益及び費用の計上基準

　　サービシングフィー

　債権管理回収に係るサービシングフィーは、サービシング業務提供時点において履行義務が充足されると判断して

おり、当該サービシング業務提供時点で収益を認識しております。

 
６．キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わ

ない取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期的な投資からなっております。
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(重要な会計上の見積り)

 
1.　サービシング業務の提供にかかる資産及び負債の評価

(1) 当事業年度の財務諸表に計上した金額

  （千円）

 前事業年度 当事業年度

未収収益 1,165,214 1,184,774

長期未収収益 9,321,260 9,670,345

前受収益 430,678 411,622

長期前受収益 3,071,014 3,008,412
 

 
(2) 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

　①金額の算出方法

当社では、サービシング業務提供に伴うサービシングフィーが通常得べかりし収益を上回る場合は、上回る部

分の見積将来キャッシュ・フローの現在価値を未収収益及び長期未収収益として認識しております。また、サー

ビシング業務提供に伴うサービシングフィーが通常得べかりし収益を下回る場合は、下回る部分の見積将来

キャッシュ・フローの現在価値を前受収益及び長期前受収益として認識しております。

　②重要な会計上の見積りに用いた主要な仮定

サービシング業務の提供にかかる資産及び負債の算定における主要な仮定は、通常得べかりし収益及び繰上返

済率であります。

　③重要な会計上の見積りが当事業年度の翌事業年度の財務諸表に与える影響

主要な仮定である通常得べかりし収益及び繰上返済率は、重要な見積りを伴っております。そのため、かかる

前提条件の変動により、翌事業年度においてサービシング業務の提供にかかる資産及び負債の評価が変動する可

能性があります。

 
(会計方針の変更)

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算定会計

基準適用指針」という。）を当事業年度の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２項に定める経過的な取

扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用することとしました。
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(貸借対照表関係)

※１　担保資産及び担保付債務

担保に供している資産は、次のとおりであります。

 

 
前事業年度

(2022年３月31日)
当事業年度

(2023年３月31日)

営業立替金 27,029,890千円 50,352,650千円
 

 

担保付債務は、次のとおりであります。

 

 
前事業年度

(2022年３月31日)
当事業年度

(2023年３月31日)

短期借入金 27,029,890千円 43,184,020千円
 

 

※２　当座貸越契約(借手側)

当社は運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行10行と当座貸越契約を締結しております。これらの契約に基

づく事業年度末における当座貸越契約に係る借入未実行残高は次のとおりであります。

 

 
前事業年度

(2022年３月31日)
当事業年度

(2023年３月31日)

当座貸越極度額の総額 249,300,000千円 256,600,000千円

借入実行残高 55,369,460〃 88,132,360〃

差引額 193,930,540千円 168,467,640千円
 

 

※３　不良債権の状況

「特定金融会社等の会計の整理に関する内閣府令」(平成11年５月19日総理府・大蔵省令第32号)第９条に定める

不良債権は次のとおりであります。

 

 
前事業年度

(2022年３月31日)
当事業年度

(2023年３月31日)

破産更生債権及びこれらに準ずる債権(注１) 6,890千円 10,519千円

危険債権(注２) ―〃 ―〃

三月以上延滞債権(注３) 13,302〃 23,701〃

貸出条件緩和債権(注４) 409〃 299〃

正常債権（注５） 36,331,058〃 87,399,260〃

合計 36,351,661〃 87,433,781〃
 

 

(注１)破産更生債権及びこれらに準ずる債権とは、破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の申立て等の事由に

より経営破綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権であります。

(注２)危険債権とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、契約に従った

債権の元本の回収及び利息の受取りができない可能性の高い債権で、上記以外のものに区分される債権であります。

(注３)三月以上延滞債権とは、元本又は利息の支払いが約定支払日の翌日から三月以上延滞している貸付金で、上記

以外のものに区分される債権であります。

(注４)貸出条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払猶予、

元本の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行った貸付金で、上記以外のものに区分される債権で

あります。

(注５）正常債権とは、債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がないものとして、上記以外のものに区分される債

権であります。
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※４　当社が委託者兼受託者である自己信託に属する金額は次のとおりであります。

 
 

前事業年度
(2022年３月31日)

当事業年度
(2023年３月31日)

営業貸付金 －千円 1,330,963千円
 

 

 

(損益計算書関係)

※１　顧客との契約から生じる収益

営業収益については、顧客との契約から生じる収益及びそれ以外の収益を区分して記載しておりません。顧客と

の契約から生じる収益の金額は、財務諸表「注記事項（収益認識関係） １．顧客との契約から生じる収益を分解し

た情報」に記載しております。

 
※２　販売費に属する費用のおおよその割合は前事業年度５％、当事業年度10％、一般管理費に属する費用のおおよそ

の割合は前事業年度95％、当事業年度90％であります。

販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 

 
前事業年度

(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

当事業年度
(自　2022年４月１日
　至　2023年３月31日)

給料手当 1,283,686千円 1,311,383千円

退職給付費用 49,685〃 52,245〃

減価償却費 630,990〃 863,322〃
 

 

※３　金融費用の内容は、次のとおりであります。

 

 
前事業年度

(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

当事業年度
(自　2022年４月１日
　至　2023年３月31日)

支払手数料 1,671,108千円 1,668,619千円

借入金利息 167,777〃 170,352〃

コマーシャル・ペーパー利息 373〃 5,970〃

社債利息 40,203〃 26,310〃
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(株主資本等変動計算書関係)

前事業年度(自　2021年４月１日　至　2022年３月31日)

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 

 
当事業年度
期首株式数(株)

当事業年度
増加株式数(株)

当事業年度
減少株式数(株)

当事業年度末
株式数(株)

発行済株式     

　普通株式 40,000 ― ― 40,000

合計 40,000 ― ― 40,000

自己株式     

　普通株式 ― ― ― ―

合計 ― ― ― ―
 

 

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

該当事項はありません。

 

３．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
 (千円)

１株当たり配当額
 (円)

基準日 効力発生日

2021年６月24日
取締役会

普通株式 278,200 6,955.00 2021年３月31日 2021年６月25日
 

 
(2) 基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2022年５月26日
取締役会
 

普通株式 利益剰余金 126,600 3,165.00 2022年３月31日 2022年６月27日

 

 
当事業年度(自　2022年４月１日　至　2023年３月31日)

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 

 
当事業年度
期首株式数(株)

当事業年度
増加株式数(株)

当事業年度
減少株式数(株)

当事業年度末
株式数(株)

発行済株式     

　普通株式 40,000 ― ― 40,000

合計 40,000 ― ― 40,000

自己株式     

　普通株式 ― ― ― ―

合計 ― ― ― ―
 

 

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

該当事項はありません。
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３．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
 (千円)

１株当たり配当額
 (円)

基準日 効力発生日

2022年５月26日
取締役会

普通株式 126,600 3,165.00 2022年３月31日 2022年６月27日
 

 
(2) 基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2023年５月30日
取締役会
 

普通株式 利益剰余金 431,170 10,779.25 2023年３月31日 2023年６月27日

 

 

(キャッシュ・フロー計算書関係)

※１　現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおりであります。

 

 
前事業年度

(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

当事業年度
(自　2022年４月１日
　至　2023年３月31日)

現金及び預金勘定 8,310,132千円 8,034,741千円

現金及び現金同等物 8,310,132千円 8,034,741千円
 

 

２　重要な非資金取引の内容

重要な債権譲渡により営業貸付金から投資有価証券へ振り替えた額は、次のとおりであります。

 

 
前事業年度

(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

当事業年度
(自　2022年４月１日
　至　2023年３月31日)

重要な債権譲渡額 76,222,578千円 45,047,150千円
 

 

(リース取引関係)

１．ファイナンス・リース取引

(借主側)

   該当事項はありません

 
２．オペレーティング・リース取引

(借主側)

オペレーティング・リース取引のうち解約不能のものに係る未経過リース料

 

 
前事業年度

(2022年３月31日)
当事業年度

(2023年３月31日)

１年内 246,735千円 246,759千円

１年超 415,881〃 192,071〃

合計 662,617千円 438,830千円
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(金融商品関係)

１．金融商品の状況に関する事項

(1) 金融商品に対する取組方針

当社は、住宅ローン事業を行っており、営業貸付金、営業立替金、有価証券、未収収益、未収入金、長期未収収

益、投資有価証券等の金融資産を有しております。これらの事業を行うため、市場の状況や長短のバランスを調整

して、金融機関等からの借入による間接金融のほか、社債やコマーシャル・ペーパーの発行による直接金融によっ

て資金調達を行っております。

　また余資は主に流動性の高い金融資産で運用しております。

 

(2) 金融商品の内容及びそのリスク

当社が保有する金融資産は、主として国内の個人に対する営業貸付金、営業立替金、有価証券、未収入金、未収

収益、長期未収収益、投資有価証券であります。

　営業債権である営業貸付金、営業立替金は、顧客の契約不履行による信用リスクに晒されておりますが、営業貸

付金の一部は（独）住宅金融支援機構の融資保険が付保されており、当該リスクを回避しております。また、営業

立替金の多くは株主であるハウスメーカーの保証により当該リスクを回避しております。なお営業貸付金、営業立

替金の一部は保証を付していないため、信用リスクに晒されておりますが、将来の損失に備えて貸倒引当金を計上

しております。

　有価証券は、短期間に決済されるものであります。

　未収入金は、主に営業債権の(独）住宅金融支援機構への譲渡代金であり、短期間に決済されるものであります。

　未収収益及び長期未収収益は主に回収サービス業務資産であり、通常得べかりし収益の水準の変動リスク、繰上

返済によるリスク及び金利変動リスクに晒されております。

 　投資有価証券は劣後信託受益権であり、その他有価証券に区分し、保有しております。劣後信託受益権は、営業

貸付金の譲渡により取得したものであり、原債権の信用リスクに晒されておりますが、（独）住宅金融支援機構の

保証により当該リスクの回避を図っております。

前受収益及び長期前受収益は、回収サービス業務負債であり、通常得べかりし収益の水準の変動リスク、繰上返

済によるリスク及び金利変動リスクに晒されております。

借入金及び社債、コマーシャル・ペーパー等の金融負債は、一定の環境の下で当社が市場を利用できなくなる場

合など、支払期日に支払いを実行できなくなる流動性リスクに晒されておりますが、営業債権の流動化を含む資金

調達先の多様化により流動性リスク低減をしております。

 

(3) 金融商品に係るリスク管理体制

①　信用リスク(顧客の契約不履行等に係るリスク)の管理

営業債権である営業貸付金のうち一部保証を付していない営業貸付金については、主管部署が延滞及び貸倒れ

の状況をモニタリングしております。

②　市場リスク(為替や金利等の変動リスク)の管理

未収収益及び長期未収収益については、主管部署が通常得べかりし収益の水準、繰上返済率、市場金利をモニ

タリングしております。

③　資金調達に係る流動性リスク(支払期日に支払いを実行できなくなるリスク)の管理

当社は資金調達手段の多様化、市場環境を考慮した長短のバランスの調整により、流動性リスクを管理してお

ります。

 
(4) 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価額が含まれ

ております。金融商品の時価の算定においては一定の前提条件等を採用しているため、異なる前提条件によった場

合、当該価額が異なることもあります。
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２．金融商品の時価等に関する事項

貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

前事業年度(2022年３月31日)

 

 
貸借対照表計上額

(千円)
時価(千円) 差額(千円)

(1) 営業貸付金(※２)  36,326,210  36,326,210 ―

(2) 投資有価証券  1,758,922  1,758,922 ―

(3) 長期未収収益  9,321,260  9,502,437  181,177

　　資産計  47,406,392  47,587,570  181,177

(1) 社債 8,000,000 7,881,600 △118,400

(2) 長期借入金 10,000,000 9,953,746 △46,253

(3) 長期前受収益 3,071,014 3,175,811 104,797

　　負債計 21,071,014 21,011,158 △59,856
 

(※１)「現金及び預金」については、現金であること、及び預金は短期間で決済されるため、「営業立替金」「未収

収益」「未収入金」「破産更生債権等」「短期借入金」「コマーシャル・ペーパー」「前受収益」について

は、短期間で決済されるため、時価が帳簿価額に近似するものであることから、記載を省略しております。

 

　(※２)営業貸付金に対応する一般貸倒引当金を控除しております。

 
当事業年度(2023年３月31日)

 

 
貸借対照表計上額

(千円)
時価(千円) 差額(千円)

(1) 営業貸付金(※２) 87,354,115 87,354,115 ―

(2) 有価証券 199,950 199,970 20

(3) 投資有価証券 1,639,450 1,639,450 ―

(4) 長期未収収益 9,670,345 9,385,474 △284,870

　　資産計 98,863,860 98,579,010 △284,850

(1) 社債 5,000,000 4,841,500 △158,500

(2) 長期借入金 9,500,000 9,417,602 △82,397

(3) 長期前受収益 3,008,412 2,980,615 △27,797

　　負債計 17,508,412 17,239,717 △268,694
 

(※１)「現金及び預金」については、現金であること、及び預金は短期間で決済されるため、「営業立替金」「未収

収益」「未収入金」「破産更生債権等」「短期借入金」「1年内償還予定の社債」「1年内返済予定長期借入

金」「コマーシャル・ペーパー」「前受収益」については、短期間で決済されるため、時価が帳簿価額に近似

するものであることから、記載を省略しております。

 

　(※２)営業貸付金に対応する一般貸倒引当金を控除しております。
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(注) １．金銭債権及び満期のある有価証券の決算日後の償還予定額

 
前事業年度(2022年３月31日)

 

 
１年以内
(千円)

１年超
５年以内
(千円)

５年超
10年以内
(千円)

10年超
(千円)

有価証券及び投資有価証券     

　満期保有目的の債券 ―  100,000 ― ―

　その他有価証券のうち満期のあるもの     

　　債券 ― 100,000 ― 　―

　　その他 ― ― ― ―

合計 ―  200,000 ― ―
 

　

当事業年度(2023年３月31日)

 

 
１年以内
(千円)

１年超
５年以内
(千円)

５年超
10年以内
(千円)

10年超
(千円)

有価証券及び投資有価証券     

　満期保有目的の債券 100,000 ― ― ―

　その他有価証券のうち満期のあるもの     

　　債券 100,000 ― ― ―

　　その他 ― ― ― ―

合計 200,000 ― ― ―
 

 

(注) ２．社債、長期借入金及びその他の有利子負債の決算日後の返済予定額

前事業年度(2022年３月31日)

 

 
１年以内
(千円)

１年超
２年以内
(千円)

２年超
３年以内
(千円)

３年超
４年以内
(千円)

４年超
５年以内
(千円)

５年超
(千円)

短期借入金  55,369,460 ― ― ― ― ―

コマーシャル・ペーパー  15,000,000 ― ― ― ― ―

社債 ―  3,000,000 ― ―  3,000,000  2,000,000

長期借入金 ―  500,000  1,500,000  1,500,000  4,000,000  2,500,000

合計  70,369,460  3,500,000  1,500,000  1,500,000  7,000,000  4,500,000
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当事業年度(2023年３月31日)

 

 
１年以内
(千円)

１年超
２年以内
(千円)

２年超
３年以内
(千円)

３年超
４年以内
(千円)

４年超
５年以内
(千円)

５年超
(千円)

短期借入金 88,132,360 ― ― ― ― ―

コマーシャル・ペーパー 40,000,000 ― ― ― ― ―

社債 3,000,000 ― ― 3,000,000 ― 2,000,000

長期借入金 500,000 1,500,000 1,500,000 4,000,000 500,000 2,000,000

合計 131,632,360 1,500,000 1,500,000 7,000,000 500,000 4,000,000
 

 

 
３．金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項

金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベルに分類して

おります。

レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該時価の算定の

対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価

レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の算定に係るイ

ンプットを用いて算定した時価

レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞれ属するレ

ベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。

 
(1) 時価で貸借対照表に計上している金融商品

前事業年度(2022年３月31日)

区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

投資有価証券     
その他有価証券     
社債 － 99,950 － 99,950

信託受益権 － － 1,558,972 1,558,972

資産計 － 99,950 1,558,972 1,658,922
 

 
当事業年度(2023年３月31日)

区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

有価証券     
その他有価証券     
　社債 － 99,950 － 99,950

投資有価証券     
その他有価証券     
信託受益権 － － 1,639,450 1,639,450

資産計 － 99,950 1,639,450 1,739,400
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(2) 時価で貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品

前事業年度(2022年３月31日)

区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

営業貸付金 － － 36,326,210 36,326,210

投資有価証券     
満期保有目的の債券     
社債 － 100,000 － 100,000

長期未収収益 － － 9,502,437 9,502,437

資産計 － 100,000 45,828,648 45,928,648

社債 － 7,881,600 － 7,881,600

長期借入金 － 9,953,746 － 9,953,746

長期前受収益 － － 3,175,811 3,175,811

負債計 － 17,835,346 3,175,811 21,011,158
 

 
当事業年度(2023年３月31日)

区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

営業貸付金 － － 87,354,115 87,354,115

有価証券     
満期保有目的の債券     
社債 － 100,020 － 100,020

長期未収収益 － － 9,385,474 9,385,474

資産計 － 100,020 96,739,589 96,839,609

社債 － 4,841,500 － 4,841,500

長期借入金 － 9,417,602 － 9,417,602

長期前受収益 － － 2,980,615 2,980,615

負債計 － 14,259,102 2,980,615 17,239,717
 

 
（注１）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明

営業貸付金

　貸倒引当金を計上している債権については、将来キャッシュ・フローの現在価値、担保による回収見込額等に基づいて貸倒見積

高を算定しており、時価は決算日における貸借対照表上の債権等計上額から貸倒引当金計上額を控除した金額に近似しているこ

とから、当該価額を時価としており、レベル３の時価に分類しております。

　また、貸倒引当金を計上しておらず、変動金利による債権については、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額を

時価としており、レベル３の時価に分類しております。

 
有価証券

　社債は相場価格を用いて評価しております。当社が保有している社債は、市場での取引頻度が低く、活発な市場における相場

価格とは認められないため、その時価をレベル２の時価に分類しております。

 
投資有価証券

信託受益権は、その想定将来キャッシュ・フローと、市場金利を基に割引現在価値法により算定しており、レベル３の時価に分類し

ております。

 
長期未収収益

その想定将来キャッシュ・フローと、市場金利を基に割引現在価値法により算定しており、レベル３の時価に分類しております。
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長期借入金

その将来キャッシュ・フローと、返済期日までの期間、借入利率及び市場金利を基に割引現在価値法により算定しており、レベル２

の時価に分類しております。

 
社債

当社の発行する社債の時価は、市場価格に基づき算定しております。社債の公正価値は、市場価格があるものの活発な市場で取

引されているわけではないため、レベル２の時価に分類しております。

 
長期前受収益

その想定将来キャッシュ・フローと、市場金利を基に割引現在価値法により算定しており、レベル３の時価に分類しております。

 
（注２）時価をもって貸借対照表計上額とする金融資産及び金融負債のうちレベル３の時価に関する情報

(1) 重要な観察できないインプットに関する定量的情報

前事業年度(2022年３月31日)

区分 評価技法
重要な観察できない

インプット
インプットの範囲

投資有価証券    

その他有価証券    

信託受益権 割引現在価値法 繰上返済率 0.0%-12.0%
 

 
当事業年度(2023年３月31日)

区分 評価技法
重要な観察できない

インプット
インプットの範囲

投資有価証券    

その他有価証券    

信託受益権 割引現在価値法 繰上返済率   0.0%-12.0%
 

 
(2)　期首残高から期末残高への調整表、当期の損益に認識した評価損益

前事業年度(自　2021年４月１日　至　2022年３月31日)

(単位：千円)

 投資有価証券

その他有価証券

信託受益権

期首残高 1,661,983

当期の損益又は評価・換算差額等  
損益に計上 －

その他有価証券評価差額金 △103,352

積立及び償還  
積立 54,060

償還 △53,719

期末残高 1,558,972

当期の損益に計上した額のうち貸借対照表日において保有する金融資産及び

金融負債の評価損益
－
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当事業年度(自　2022年４月１日　至　2023年３月31日)

(単位：千円)

 投資有価証券

その他有価証券

信託受益権

期首残高 1,558,972

当期の損益又は評価・換算差額等  
損益に計上 －

その他有価証券評価差額金 9,854

積立及び償還  
積立 125,383

償還 △54,759

期末残高 1,639,450

当期の損益に計上した額のうち貸借対照表日において保有する金融資産及び

金融負債の評価損益
－

 

 
 (3) 時価の評価プロセスの説明

当社は管理部門にて時価の算定に関する方針、手続及び、時価評価モデルの使用に係る手続を定めており、時価を

算定しております。算定された時価等については、リスク管理部門にて時価の算定に用いられた評価技法及びイン

プットの妥当性を検証しております。時価の算定にあたっては、個々の資産の性質、特性及びリスクを最も適切に反

映できる評価モデルを用いております。

 
(4) 重要な観察できないインプットを変化させた場合の時価に対する影響に関する説明

信託受益権の時価の算定で用いている重要な観察できないインプットである繰上返済率は、元本の繰上返済が発生

すると予想される割合であります。繰上返済率の増加（減少）は、将来キャッシュフローの減少（増加）につなが

り、時価の下落（上昇）を生じさせます。
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(有価証券関係)

１．売買目的有価証券

該当事項はありません。

 

２．満期保有目的の債券

前事業年度(2022年３月31日)

 

区分
貸借対照表計上額 時価 差額

(千円) (千円) (千円)

時価が貸借対照表計上額を
100,000 100,050 50

超えるもの

時価が貸借対照表計上額を
― ― ―

超えないもの

合計 100,000 100,050 50

 

 
当事業年度(2023年３月31日)

 

区分
貸借対照表計上額 時価 差額

(千円) (千円) (千円)

時価が貸借対照表計上額を
100,000 100,020 20

超えるもの

時価が貸借対照表計上額を
― ― ―

超えないもの

合計 100,000 100,020 20

 

 
３．子会社株式及び関連会社株式

該当事項はありません。
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４．その他有価証券

前事業年度(2022年３月31日)

 

 種類
貸借対照表計上額

(千円)
取得原価(千円) 差額(千円)

貸借対照表計上額が
取得原価を超えるもの

(1) 株式 ― ― ―

(2) 債券 ― ― ―

(3) その他 1,472,272 812,146 660,126

 小計 1,472,272 812,146 660,126

貸借対照表計上額が
取得原価を超えないもの

(1) 株式 ― ― ―

(2) 債券 99,950 100,000 △ 50

(3) その他 86,700 93,398 △ 6,698

 小計 186,650 193,398 △ 6,748

合計 1,658,922 1,005,544 653,378
 

 

当事業年度(2023年３月31日)

 

 種類
貸借対照表計上額

(千円)
取得原価(千円) 差額(千円)

貸借対照表計上額が
取得原価を超えるもの

(1) 株式 ― ― ―

(2) 債券 ― ― ―

(3) その他 1,566,295 893,398 672,896

 小計 1,566,295 893,398 672,896

貸借対照表計上額が
取得原価を超えないもの

(1) 株式 ― ― ―

(2) 債券 99,950 100,000 △50

(3) その他 73,154 82,769 △9,614

 小計 173,104 182,769 △9,664

合計 1,739,400 1,076,167 663,232
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５．売却したその他有価証券

前事業年度(自　2021年４月１日　至　2022年３月31日)

 

種類 売却額(千円)
売却益の合計額
(千円)

売却損の合計額
(千円)

(1) 株式 ― ― ―

(2) 債券 ― ― ―

(3) その他 76,222,578 222,493 ―

合計 76,222,578 222,493 ―
 

　

当事業年度(自　2022年４月１日　至　2023年３月31日)

 

種類 売却額(千円)
売却益の合計額
(千円)

売却損の合計額
(千円)

(1) 株式 ― ― ―

(2) 債券 ― ― ―

(3) その他 45,047,150 ― ―

合計 45,047,150 ― ―
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(退職給付関係)

１．採用している退職給付制度の概要

当社は、従業員の退職給付に充てるため、非積立型の確定給付制度及び確定拠出制度を採用しております。

非積立型の確定給付制度では、退職金規定に基づき、従業員の勤続年数及び資格に応じて付与されるポイントに基

づいて算定された一時金を支給しております。

なお当社が有する退職一時金制度は、簡便法により退職給付引当金及び退職給付費用を計算しております。

 

２．簡便法を適用した確定給付制度

(1) 簡便法を適用した制度の退職給付引当金の期首残高と期末残高の調整表

 

 
前事業年度

(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

当事業年度
(自　2022年４月１日
　至　2023年３月31日)

退職給付引当金の期首残高 287,045千円 322,930千円

退職給付費用 49,685〃 52,245〃

退職給付の支払額 △13,800〃 △30,160〃

退職給付引当金の期末残高 322,930千円 345,015千円
 

 

(2) 退職給付債務の期末残高と貸借対照表に計上された退職給付引当金の調整表

 

 
前事業年度

(2022年３月31日)
当事業年度

(2023年３月31日)

非積立型制度の退職給付債務 322,930千円 345,015千円

貸借対照表に計上された
負債と資産の純額

322,930〃 345,015〃

   

退職給付引当金 322,930〃 345,015〃

貸借対照表に計上された
負債と資産の純額

322,930千円 345,015千円
 

 

(3) 退職給付費用

簡便法で計算した退職給付費用　前事業年度49,685千円、当事業年度52,245千円であります。

 

３．確定拠出制度

当社の確定拠出制度への要拠出額は、前事業年度1,790千円、当事業年度1,926千円であります。

 

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。
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(税効果会計関係)

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

 
前事業年度

(2022年３月31日)
当事業年度

(2023年３月31日)

繰延税金資産   

　未払賞与 31,716千円 54,314千円

　未払事業税 11,990〃 37,750〃

　退職給付引当金 98,881〃 105,643〃

　役員退職慰労引当金 47,536〃 50,598〃

　前受金 667,102〃 1,072,588〃

 その他 85,283〃 118,788〃

繰延税金資産小計 942,510千円 1,439,685千円

 評価性引当額 △50,904〃 △55,118〃

繰延税金資産合計 891,605千円 1,384,566千円

   

繰延税金負債   

　回収サービス業務資産 △2,011,030〃 △2,168,768〃

　その他有価証券評価差額金 △202,130〃 △206,041〃

繰延税金負債合計 △2,213,161〃 △2,374,809〃

繰延税金負債純額 △1,321,555千円 △990,242千円
 

 
２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因となった

主要な項目別の内訳

 
前事業年度

(2022年３月31日)
当事業年度

(2023年３月31日)

法定実効税率 30.6％ 30.6％

(調整)   

　交際費等永久に損金に算入されない項目 0.9％ 0.4％

　住民税均等割 0.2％ 0.1％

　評価性引当額の増減 0.4％ 0.2％

　その他 △1.8％ △0.8％

税効果会計適用後の法人税等の負担率 30.4％ 30.6％
 

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

 

(資産除去債務関係)

重要性が乏しいため、記載を省略しております。

 

(賃貸等不動産関係)

該当事項はありません。
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(収益認識関係)

 

１．顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前事業年度(自　2021年４月１日　至　2022年３月31日)

  (単位：千円)

 

 報告セグメント

合計
住宅ローン事業

サービシングフィー 2,702,548 2,702,548

その他 41,998 41,998

顧客との契約から生じる収益 2,744,547 2,744,547

その他の収益 4,557,236 4,557,236

外部顧客への営業収益 7,301,783 7,301,783
 

 
当事業年度(自　2022年４月１日　至　2023年３月31日)

  (単位：千円)

 

 報告セグメント

合計
住宅ローン事業

サービシングフィー 2,684,713 2,684,713

その他 47,108 47,108

顧客との契約から生じる収益 2,731,821 2,731,821

その他の収益 5,717,820 5,717,820

外部顧客への営業収益 8,449,642 8,449,642
 

 
２．顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報

(1)サービシングフィー

債権管理回収に係るサービシングフィーは、サービシング業務提供時点において履行義務が充足されると判断しており、当該

サービシング業務提供時点で収益を認識しております。

 
(2)その他

当社は、信託報酬、代理店手数料、住宅ローンの条件変更手数料等をその他に含めております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社の事業セグメントは住宅ローン事業のみの単一セグメントであり重要性が乏しいため、セグメント情報の記載

を省略しております。

 

【関連情報】

前事業年度(自　2021年４月１日　至　2022年３月31日)

１．製品及びサービスごとの情報

単一の製品・サービスの区分の外部顧客への営業収益が損益計算書の営業収益の90％を超えるため、記載を省略し

ております。

 

２．地域ごとの情報

(1) 営業収益

本邦の外部顧客への営業収益が損益計算書の営業収益の90％を超えるため、記載を省略しております。

(2) 有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産が無いため、該当事項はありません。

 

３．主要な顧客ごとの情報

  (単位：千円)

顧客の名称又は氏名 営業収益 関連するセグメント名

住宅金融支援機構  2,195,105 住宅ローン事業
 

 

当事業年度(自　2022年４月１日　至　2023年３月31日)

１．製品及びサービスごとの情報

単一の製品・サービスの区分の外部顧客への営業収益が損益計算書の営業収益の90％を超えるため、記載を省略し

ております。

 

２．地域ごとの情報

(1) 営業収益

本邦の外部顧客への営業収益が損益計算書の営業収益の90％を超えるため、記載を省略しております。

(2) 有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産が無いため、該当事項はありません。

 

３．主要な顧客ごとの情報

  (単位：千円)

顧客の名称又は氏名 営業収益 関連するセグメント名

住宅金融支援機構 2,172,140 住宅ローン事業
 

 

EDINET提出書類

日本住宅ローン株式会社(E32969)

有価証券報告書

70/85



 

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前事業年度(自　2021年４月１日　至　2022年３月31日)

該当事項はありません。

 

当事業年度(自　2022年４月１日　至　2023年３月31日)

該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前事業年度(自　2021年４月１日　至　2022年３月31日)

該当事項はありません。

 

当事業年度(自　2022年４月１日　至　2023年３月31日)

該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前事業年度(自　2021年４月１日　至　2022年３月31日)

該当事項はありません。

 

当事業年度(自　2022年４月１日　至　2023年３月31日)

該当事項はありません。

 

(持分法損益等)

該当事項はありません。
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【関連当事者情報】

関連当事者との取引

財務諸表提出会社の親会社及び主要株主(会社等に限る。)等

前事業年度(自　2021年４月１日　至　2022年３月31日)

 

種類
会社等の
名称又は
氏名

所在地
資本金又は
出資金
(百万円)

事業の内容
又は職業

議決権等
の所有(被
所有)割合
(％)

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
(千円)

科目
期末残高
(千円)

その他の
関係会社

積水ハウ
ス㈱

大阪府大
阪市北区

202,591
住宅の建
設・販売

(被所有)
直接26.0

住宅
ローン
販売取次

出向者人
件費

31,800 未払金 2,700

大和ハウ
ス工業㈱

大阪府大
阪市北区

161,699
住宅の建
設・販売

(被所有)
直接26.0

住宅
ローン
販売取次

出向者人
件費

31,200 未払金 2,500

主要株主

住友林業
㈱

東京都千
代田区

50,064

住宅の建
設・販売
資源環境
木材建材

(被所有)
直接19.0

住宅
ローン
販売取次

出向者人
件費

31,200 未払金 2,500

積水化学
工業㈱

大阪府大
阪市北区

100,002

住宅の建
設・販売
環境ライ
フライン
高機能プ
ラスチッ
クス

(被所有)
直接19.0

住宅
ローン
販売取次

出向者人
件費

31,200 未払金 2,500

三 菱 HC
キャピタ
ル㈱

東京都千
代田区

33,196
金融サー
ビス

(被所有)
直接10.0

被保証 保証料 109 未払費用 8

回収委託

回収代行
手数料

285,535 ―  

出向者人
件費

33,420 未払金 2,685
 

(注) 　取引条件及び取引条件の決定方針等

(1) 出向者人件費については、各ハウスメーカー及び三菱ＨＣキャピタル㈱との契約に基づき、金額を決定し

ております。

(2) 保証料、回収代行手数料については、三菱ＨＣキャピタル㈱との契約に基づき、金額を決定しておりま

す。
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当事業年度(自　2022年４月１日　至　2023年３月31日)

 

種類
会社等の
名称又は
氏名

所在地
資本金又は
出資金
(百万円)

事業の内容
又は職業

議決権等
の所有(被
所有)割合
(％)

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
(千円)

科目
期末残高
(千円)

その他の
関係会社

積水ハウ
ス㈱

大阪府大
阪市北区

202,591
住宅の建
設・販売

(被所有)
直接26.0

住宅
ローン
販売取次

出向者人
件費

33,000 未払金 2,500

大和ハウ
ス工業㈱

大阪府大
阪市北区

161,845
住宅の建
設・販売

(被所有)
直接26.0

住宅
ローン
販売取次

出向者人
件費

31,200 未払金 2,500

主要株主

住友林業
㈱

東京都千
代田区

50,074

住宅の建
設・販売
資源環境
木材建材

(被所有)
直接19.0

住宅
ローン
販売取次

出向者人
件費

31,200 未払金 2,500

積水化学
工業㈱

大阪府大
阪市北区

100,002

住宅の建
設・販売
環境ライ
フライン
高機能プ
ラスチッ
クス

(被所有)
直接19.0

住宅
ローン
販売取次

出向者人
件費

31,200 未払金 2,500

三 菱 HC
キャピタ
ル㈱

東京都千
代田区

33,196
金融サー
ビス

(被所有)
直接10.0

被保証 保証料 103 未払費用 8

回収委託

回収代行
手数料

290,036 ― ―

出向者人
件費

19,344 未払金 1,512
 

(注) 　取引条件及び取引条件の決定方針等

(1) 出向者人件費については、各ハウスメーカー及び三菱ＨＣキャピタル㈱との契約に基づき、金額を決定し

ております。

(2) 保証料、回収代行手数料については、三菱ＨＣキャピタル㈱との契約に基づき、金額を決定しておりま

す。
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(１株当たり情報)

 

 
前事業年度

(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

当事業年度
(自　2022年４月１日
　至　2023年３月31日)

１株当たり純資産額 323,283.64円 348,896.17円

１株当たり当期純利益金額 15,836.26円 28,606.60円
 

(注) １．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。
 

 
前事業年度

(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

当事業年度
(自　2022年４月１日
　至　2023年３月31日)

当期純利益金額(千円) 633,450 1,144,264

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る当期純利益金額
(千円)

633,450 1,144,264

普通株式の期中平均株式数(株) 40,000 40,000
 

 

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。
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⑤ 【附属明細表】

【有価証券明細表】

【債券】

 

種類及び銘柄 券面総額
貸借対照表計上額

(千円)
 

有価証券

満期保有
目的の債
券

(社債)   

三菱ＨＣキャピタル㈱普通社債 100,000 100,000

小計 100,000 100,000

その他
有価証券

(社債)   

14回みずほフィナンシャルG期限前劣後債 100,000 99,950

小計 100,000 99,950

投資
有価証券

満期保有
目的の債
券

   

   

小計 ― ―

その他
有価証券

   

   

小計 ― ―

計 200,000 199,950
 

 
【その他】

 

種類及び銘柄 投資口数等(口)
貸借対照表計上額

(千円)

有価証券

満期保有
目的の債
券

   

   

小計 ― ―

その他有
価証券

   

   

小計 ― ―

投資有価
証券

その他
有価証券

(信託の受益権)   

住宅ローン債権劣後信託受益権(５銘柄) ― 1,639,450

小計 ― 1,639,450

計 ― 1,639,450
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【有形固定資産等明細表】

 

資産の種類
当期首残高
(千円)

当期増加額
(千円)

当期減少額
(千円)

当期末残高
(千円)

当期末減価
償却累計額
又は償却
累計額
(千円)

当期償却額
(千円)

差引当期末
残高
(千円)

有形固定資産        

　建物 96,731 1,162 212 97,681 23,781 7,504 73,899

　工具、器具及び備品 277,957 6,504 2,078 282,383 224,066 26,396 58,317

 　建設仮勘定 630 1,260 ― 1,890 ― ― 1,890

　　有形固定資産計 375,318 8,926 2,290 381,955 247,848 33,901 134,106

無形固定資産        

　ソフトウェア 5,155,180 1,647,020 ― 6,802,200 3,368,283 829,421 3,433,916

　ソフトウェア仮勘定 1,547,493 ― 264,153 1,283,340 ― ― 1,283,340

　その他 3,980 ― ― 3,980 2,279 398 1,700

　　無形固定資産計 6,706,654 1,647,020 264,153 8,089,521 3,370,562 829,819 4,718,958

長期前払費用 5,348 5,183 ― 10,531 ― ― 10,531
 

(注) １．当期増加額のうち主なものは次のとおりであります。

建物 パーテーション 912千円

工具、器具及び備品
広告宣伝用備品 2,904千円

PC（総合オンライン端末） 1,935千円

ソフトウェア

データセンター移行 683,620千円

電子化対応（アプリ開発含む） 328,476千円

新商品開発 274,794千円
 

 

【社債明細表】

 
銘柄 発行年月日

当期首残高
(千円)

当期末残高
(千円)

利率
(％)

担保 償還期限

第２回無担保社債 2017年３月３日 3,000,000
3,000,000
(3,000,000)

0.44 無担保 2024年３月１日

第３回無担保社債 2021年４月30日 3,000,000 3,000,000 0.17 無担保 2026年４月30日

第４回無担保社債 2021年４月30日 2,000,000 2,000,000 0.40 無担保 2031年４月30日

合計  8,000,000
8,000,000
(3,000,000)

― ― ―
 

(注) １．「当期末残高」欄の(内書)は、１年内償還予定の金額であります。

 

２．貸借対照表日後５年内における１年ごとの償還予定額の総額

１年以内
(千円)

１年超２年以内
(千円)

２年超３年以内
(千円)

３年超４年以内
(千円)

４年超５年以内
(千円)

3,000,000 ― ― 3,000,000 ―
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【借入金等明細表】

 

区分
当期首残高
(千円)

当期末残高
(千円)

平均利率
(％)

返済期限

短期借入金 55,369,460 88,132,360 0.2 ―

１年以内に返済予定の長期借入金 ― 500,000 0.3 ―

コマーシャル・ペーパー 14,999,981 39,997,751 0.0 ―

長期借入金(１年以内に返済予定のものを
除く。)

10,000,000 9,500,000 0.3
　 2024年5月31日～
　 2031年9月30日

合計 80,369,441 138,130,111 ― ―
 

(注) １．平均利率については、借入金の期末残高に対する加重平均利率を記載しております。

２．長期借入金の貸借対照表日後５年内における１年ごとの返済予定額の総額は以下のとおりであります。
 

 
１年超２年以内
(千円)

２年超３年以内
(千円)

３年超４年以内
(千円)

４年超５年以内
(千円)

長期借入金 1,500,000 1,500,000 4,000,000 500,000
 

 

【引当金明細表】

 

区分
当期首残高
(千円)

当期増加額
(千円)

当期減少額
(目的使用)
(千円)

当期減少額
(その他)
(千円)

当期末残高
(千円)

貸倒引当金(流動) 18,560 52,867 2,281 ― 69,146

貸倒引当金(固定) 2,890 10,515 2,886 ― 10,519

役員退職慰労引当金 155,247 10,000 ― ― 165,247
 

 

 
【資産除去債務明細表】

当事業年度期首及び当事業年度末における資産除去債務の金額が当事業年度期首及び当事業年度末における負債及

び純資産の合計額の100分の１以下であるため、記載を省略しております。
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(2) 【主な資産及び負債の内容】

①　現金及び預金

　

区分 金額(千円)

現金  

預金  

　当座預金 220,292

　普通預金 7,814,449

　定期預金 ―

小計 8,034,741

合計 8,034,741
 

 
　②　営業貸付金

　

相手先 金額(千円)

一般消費者 87,423,261

合計 87,423,261
 

　

③　営業立替金

　

相手先 金額(千円)

一般消費者 51,520,030

合計 51,520,030
 

　

④　未収入金

　

相手先 金額(千円)

独立行政法人住宅金融支援機構 7,514,500

その他 27,355

合計 7,541,855
 

　

⑤　貯蔵品

　

区分 金額(千円)

貯蔵品  

　事務用品 295

合計 295
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⑥　長期未収収益

　

区分 金額(千円)

回収サービス業務資産 9,670,345

合計 9,670,345
 

　

(3) 【その他】

該当事項はありません。
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第６ 【提出会社の株式事務の概要】
 

事業年度 ４月１日から３月31日まで

定時株主総会 事業年度末日の翌日から３ケ月以内に招集

基準日 ３月31日

株券の種類
１株券、10株券、100株券、1,000株券、10,000株券とする。ただし、1,000株
券未満の株式につき、その株数を表示した株券を発行することができる。

剰余金の配当の基準日
９月30日
３月31日

１単元の株式数 ―

株式の名義書換え  

取扱場所
日本住宅ローン株式会社
東京都渋谷区代々木二丁目１番１号

株主名簿管理人 なし

取次所 なし

名義書換手数料 当社の株式取扱規則に定める額

新券交付手数料 当社の株式取扱規則に定める額

単元未満株式の買取り  

取扱場所 ―

株主名簿管理人 ―

取次所 ―

買取手数料 ―

公告掲載方法 官報

株主に対する特典 該当事項はありません。
 

(注)　当会社の株式を譲渡するには、取締役会の承認を要する旨、定款に定めております。
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第７ 【提出会社の参考情報】

 

１ 【提出会社の親会社等の情報】

当社は、上場企業でないため金融商品取引法第24条の７第１項の適用はありません。

 

２ 【その他の参考情報】

当事業年度の開始日から有価証券報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

 

(1) 有価証券報告書及びその添付書類

事業年度　第19期(自　2021年４月１日　至　2022年３月31日)　2022年６月27日関東財務局長に提出。

　

　(2) 半期報告書

第20期中(自　2022年４月１日　至　2022年９月30日)　2022年11月29日関東財務局長に提出。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の監査報告書
2023年６月26日

日本住宅ローン株式会社

代表執行役　安　藤　直　広　殿

　

ＥＹ新日本有限責任監査法人
 

東京事務所
 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 　福　　村　　　　　寛  

 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 　河　　村　　　　　剛  

 

 

監査意見

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いる日本住宅ローン株式会社の2022年４月１日から2023年３月31日までの第20期事業年度の財務諸表、すなわち、貸借

対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、キャッシュ・フロー計算書、重要な会計方針、その他の注記及び附属明

細表について監査を行った。

当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、日本住

宅ローン株式会社の2023年３月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する事業年度の経営成績及びキャッシュ・

フローの状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

 

監査意見の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準におけ

る当監査法人の責任は、「財務諸表監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職

業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。

当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 

監査上の主要な検討事項

監査上の主要な検討事項とは、当事業年度の財務諸表の監査において、監査人が職業的専門家として特に重要である

と判断した事項である。監査上の主要な検討事項は、財務諸表全体に対する監査の実施過程及び監査意見の形成におい

て対応した事項であり、当監査法人は、当該事項に対して個別に意見を表明するものではない。

EDINET提出書類

日本住宅ローン株式会社(E32969)

有価証券報告書

83/85



 

 
サービシング業務の提供にかかる資産及び負債の評価

監査上の主要な検討事項の
内容及び決定理由

監査上の対応

会社は、注記事項「（重要な会計上の見積り）」

に記載されているとおり、当事業年度末において、

サービシング業務の提供にかかる資産を未収収益

（1,184,774千円）及び長期未収収益（9,670,345千

円）として、また、サービシング業務の提供にかか

る負債を前受収益（411,622千円）及び長期前受収

益（3,008,412千円）として、それぞれ計上してい

る。

サービシング業務の提供にかかる資産は、通常得

べかりし収益に対するサービシングフィーの超過額

の見積将来キャッシュ・フローの現在価値によって

認識し、その後規則的に償却している。また、サー

ビシング業務の提供にかかる負債は、サービシング

フィーに対する通常得べかりし収益の超過額の見積

将来キャッシュ・フローの現在価値によって認識

し、その後規則的に償却している。

　当該価額の算定においては、一定の前提条件等と

して、通常得べかりし収益及び繰上返済率を使用し

ている。そのため、異なる前提条件等によった場

合、当該価額が異なる可能性がある。サービシング

業務の提供にかかる資産及び負債の算定において

は、通常得べかりし収益及び繰上返済率が経営者の

重要な判断や見積りを伴っていることから、当監査

法人は当該事項を監査上の主要な検討事項であると

判断した。

当監査法人は、サービシング業務の提供にかかる

資産及び負債の評価に当たり、主として以下の手続

を実施した。

 
(1)内部統制の評価

・サービシング業務の提供にかかる資産及び負債の

算定に関して、社内における査閲や承認に関する

内部統制の整備及び運用状況の有効性を評価し

た。

 
　(2)見積将来キャッシュ・フローの現在価値の妥

当　　性の評価

・当監査法人のネットワーク・ファームの評価専門

家を関与させ、見積将来キャッシュ・フローの現

在価値の算定方法を検証した。

・通常得べかりし収益については、経営者と議論す

るとともに、利用可能な外部データに基づく類似

企業との比較、及び過去実績からの趨勢分析を実

施した。

・繰上返済率については、当監査法人のネットワー

ク・ファームの評価専門家を関与させ、独自に算

定した算定額との比較を実施した。

 

 

 

その他の記載内容

その他の記載内容は、有価証券報告書に含まれる情報のうち、財務諸表及びその監査報告書以外の情報である。経営

者の責任は、その他の記載内容を作成し開示することにある。また、監査委員会の責任は、その他の記載内容の報告プ

ロセスの整備及び運用における執行役及び取締役の職務の執行を監視することにある。

当監査法人の財務諸表に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他の記載

内容に対して意見を表明するものではない。

財務諸表監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載内容と

財務諸表又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのような

重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。

当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報告

することが求められている。

その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

 
財務諸表に対する経営者及び監査委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して財務諸表を作成し適正に表

示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない財務諸表を作成し適正に表示するために経営

者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき財務諸表を作成することが適切であるかどうかを

評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要

がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における執行役及び取締役の職務の執行を監視することにあ
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る。

 
財務諸表監査における監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての財務諸表に不正又は誤謬による重要な虚偽表示が

ないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から財務諸表に対する意見を表明すること

にある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、財務諸表の利用者の意思決

定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家と

しての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続

を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切

な監査証拠を入手する。

・　財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価の

実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及

び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として財務諸表を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づ

き、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結

論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において財務諸表の注記事項に

注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する財務諸表の注記事項が適切でない場合は、財務諸表に対して除外

事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいてい

るが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠しているかど

うかとともに、関連する注記事項を含めた財務諸表の表示、構成及び内容、並びに財務諸表が基礎となる取引や会計

事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

監査人は、監査委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制の重要な

不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。

　監査人は、監査委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じ

ている場合はその内容について報告を行う。

　監査人は、監査委員会と協議した事項のうち、当事業年度の財務諸表の監査で特に重要であると判断した事項を監査

上の主要な検討事項と決定し、監査報告書において記載する。ただし、法令等により当該事項の公表が禁止されている

場合や、極めて限定的ではあるが、監査報告書において報告することにより生じる不利益が公共の利益を上回ると合理

的に見込まれるため、監査人が報告すべきでないと判断した場合は、当該事項を記載しない。

 
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

 
 

(注) １．上記の監査報告書の原本は当社(有価証券報告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは監査の対象には含まれていません。
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